
2015-14 炊事日誌：昭和 7（1932）年 1 月 20 日～12 月 24 日  1 / 41 

 

 

炊
事
日
誌
―
―
昭
和
七
年
度 

 

〔
表
紙
〕
昭
和
七
年
一
月
廿
日 

炊
事
日
誌
簿 

山
形
県
自
治
講
習
所
第
十
七
期 

〔
黒
イ
ン
ク
で
印
刷
さ
れ
た
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
欄
外
上
部
に
「
当
番
者
ハ
当
日
礼
拝
迄
記
載

ノ
上
炊
事
主
任
ニ
必
ズ
提
出
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
。
昭
和

6

年
の
炊
事
日
誌
と
同
様
、
月
日
と
曜
日
、

朝
昼
晩
の
人
数
、
「
所
感
」
欄
、
「
特
ニ
献
立
及
ビ
料
理
ニ
就
イ
テ
ノ
所
感
及
ビ
希
望
」
欄
〔
以
下
で

は
「
所
感
希
望
」
と
記
載
〕
、
来
客
、
当
番
者
氏
名
、
検
印
名
の
各
欄
の
み
を
写
す
。
日
々
の
献
立
は

1

月2
1

日
の
「
記
載
例
」
と
同
じ
よ
う
に
、
朝
は
麦
入
り
御
飯
と
味
噌
汁
、
昼
は
パ
ン
と
ジ
ャ
ム
や

バ
タ
ー
か
ク
リ
ー
ム
（
砂
糖
や
牛
乳
、
卵
で
手
作
り
し
た
も
の
）
、
晩
は
具
沢
山
の
汁
物
の
日
が
多
い
。

空
欄
に
な
っ
て
い
る
時
は
記
さ
な
い
。
〕 

 

一
月
二
十
日 

水 

朝 

人
、
昼6

5

人
、
晩6

0

人 

所
感
：
希
望
に
み
ち
た
昭
和
七
年
の
新
春
を
む
か
へ
、
今
日
こ
こ
に
、
又
六
十
有
余
名
の
健
児
を
む

か
へ
た
る
感
激
は
実
に
形
容
の
言
葉
を
知
ら
ず
。
団
ら
ん
の
最
高
潮
は
食
事
に
存
す
る
と
思
ふ
時
、

我
等
炊
事
当
番
の
任
務
や
重
且
大
。 

所
感
希
望
： 

第
一
番
目
な
の
で
何
も
彼
も
思
ふ
様
に
働
け
な
か
つ
た
。
今
晩
の
サ
ツ
マ
汁
の
材
料
（
牛
蒡
、
人
参
、

葱
等
）
が
少
し
足
り
な
い
様
な
気
が
し
た
。
も
う
少
し
多
く
使
用
す
べ
く
準
備
は
し
た
。 

来
客
：
所
長
先
生
食
す 

当
番
者
：
齋
藤
寿
一
、
武
田
正
、
砂
糖
賢
三 

検
印
：
須
藤 

 1

月2
1

日 

木 

朝6
3

人
、
昼6

3

人
、
晩6

3

人 

所
感
：
第
十
七
期
生
の
（
第
最
初
）
炊
事
当
番
は
己
だ
。
炊
事
当
番
は
悪
い
事
に
あ
ら
づ
。
修
養
の

実
習
に
は
変
り
は
な
い
。
其
第
一
線
に
立
つ
た
。
其
の
一
線
が
実
に
気
に
い
つ
た
。 

所
感
希
望
：
今
晩
の
豆
腐
汁
は
一
九
三
二
年
式
と
言
う
の
で
、
始
め
て
見
て
見
て
聞
い
て
聞
い
て
、

御
馳
走
に
な
つ
た
。
食
前
は
長
岡
君
の
料
理
を
一
寸
安
づ
る
位
い
で
あ
つ
た
が
食
し
て
見
れ
ば
、
と

て
も
お
い
し
い
又
と
な
い
程
で
あ
つ
た
。
〔
こ
の
豆
腐
汁
の
材
料
は
里
芋
、
豆
腐
で
あ
る
。
〕 

来
客
：
― 

当
番
者
：
遠
藤
忠
雄
、
古
川
森
弥
、
管
野
章
、
武
田
正 
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検
印
：
須
藤 

 

〔
欄
外
上
部
に
「
記
載
例
」
と
あ
り
、
助
手
に
よ
る
見
本
の
頁
ら
し
い
。
〕1

月2
1

日 

木 

朝6
2

人
、
昼6

1

人
、
晩6

3

人 

所
感
：
蛋
白
質
、
温
量
〔
カ
ロ
リ
ー
の
こ
と
〕
、
銭
価
は
調
査
未
完
成
に
て
完
成
次
第
□
表
記
入
す
る

様
に
す
る
。 

所
感
希
望
：
沢
庵
は
匁
方
と
本
数
と
両
方
を
記
入
す
る
事
。 

 1

月2
2

日 

金 

朝5
9

人
、
昼6

0

人
、
晩6

1

人 

所
感
：
入
所
致
し
第
一
回
炊
事
当
番
と
有
り
、
自
分
等
で
や
つ
て
見
る
と
そ
う
た
や
す
く
で
る
も
の

で
は
な
い
事
を
し
り
、
家
に
あ
つ
た
る
時
わ
が
ま
ゝ
な
事
を
い
つ
た
事
が
く
い
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

所
感
希
望
：
同
一
品
物
に
て
料
理
の
仕
用
に
よ
り
こ
う
も
お
い
し
く
な
る
と
は
我
れ
な
が
ら
長
岡
さ

ん
の
実
力
に
は
感
心
致
す
ほ
か
な
い
。〔
以
下
、
赤
色
〕
し
つ
か
り
と
指
導
を
受
け
ら
る
ゝ
事
を
切
望

す
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客
：
〔
赤
色
で
〕
十
四
期
齋
藤
博
芳
君
夜
一
食 

当
番
者
：
遠
藤
忠
夫
、
古
川
森
弥
、
菅
野
章
、
森
光
夫 

 1

月2
3

日 

土 

朝6
5

人
、
昼6

5

人
、
晩6

6

人 

所
感
：
現
在
約
六
十
名
の
食
料
を
炊
事
す
る
我
々
当
番
者
の
任
務
の
重
き
を
知
る
。
然
る
に
食
料
は

充
分
に
営
養
分
が
あ
つ
て
も
炊
事
場
不
衛
生
で
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
異
に
煙
突
の
如
き
な
り
。 

所
感
希
望
：
初
め
て
の
料
理
や
る
我
々
は
一
定
の
献
立
に
依
つ
て
料
理
を
、
し
か
も
美
味
し
い
の
を

調
理
す
る
と
非
常
に
面
白
く
思
つ
た
。
水
道
の
便
利
な
る
こ
と
感
謝
す
。
も
う
少
し
物
を
洗
ふ
に
都

合
す
る
こ
と
望
む
。 

来
客
：
― 

当
番
者
：
古
川
森
弥
、
遠
藤
忠
夫
、
森
光
夫
、
古
瀬
吉
蔵 

 1

月2
4

日 

日 

朝6
6

人
、
昼6

1

人
、
晩6

5

人 

所
感
：
入
所
す
る
我
等
五
拾
七
名
の
炊
事
当
番
に
あ
た
り
実
に
家
庭
に
お
け
る
母
の
難
義
な
る
事
を

痛
感
し
た
。 

所
感
希
望
：
同
じ
品
物
に
て
長
年
苦
労
し
た
長
岡
さ
ん
調
理
に
よ
つ
て
、
さ
て
も
お
し
い
料
理
が
出
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来
る
事
は
炊
事
一
同
感
服
の
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

来
客
：
一
笑
会
長 

当
番
者
：
森
光
男
、
古
瀬
吉
蔵
、
管
野
栗
太
郎
←
安
食
代
人 

 1

月2
5

日 

月 

朝6
7

人
、
昼6

5

人
、
晩6

6

人 

所
感
：
今
日
の
炊
事
す
る
に
当
り
、
寒
き
事
を
感
じ
、
且
又
人
生
間
の
団
結
精
神
を
我
等
五
名
は
感

じ
た
。 

所
感
希
望
：
今
晩
の
料
理
に
就
ま
し
て
所
感
を
述
べ
ま
す
。
第
一
、
六
十
六
名
が
腹
一
ぱ
い
に
食
し

た
事
。
殊
ニ
長
岡
さ
ん
が
料
理
場
を
奇
麗
に
す
る
事
。
〔
赤
字
で
「
解
ら
ぬ
」
「
之
の
表
は
さ
ん
と
す

る
事
が
不
徹
底
だ
」
と
あ
り
〕 

来
客
：
朝
一
笑
会
長 

当
番
者
：
古
瀬
吉
蔵
、
管
野
榮
太
郞 

 1

月2
6

日 

火 

朝6
6

人
、
昼6

6

人
、
晩6

5

人 

所
感
：
団
欒
の
第
一
は
会
食
で
あ
う
〔
あ
ら
う
〕
。
然
し
て
我
々
当
番
は
そ
の
食
物
調
理
す
べ
き
任
に

当
つ
た
の
だ
。
果
し
て
衆
人
の
満
足
す
る
様
な
調
理
が
出
来
得
る
か
否
か
を
心
配
し
た
。
多
年
の
御

経
験
を
積
ま
れ
た
長
岡
君
の
御
指
導
の
も
と
に
、
何
の
不
平
も
な
く
出
来
た
と
云
ふ
の
は
実
に
有
難

か
つ
た
。
感
謝
の
至
り
で
あ
る
。 

所
感
希
望
：
特
に
所
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ゞ
朝
、
火
を
焚
き
付
け
る
と
き
に
焚
木
が
濡
れ
て
居
る

の
か
燃
え
つ
か
ぬ
の
が
閉
口
だ
。
焚
付
る
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
ふ
。〔
以
下
赤
色
〕
焚
き
付
け
を

備
へ
る
。
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

来
客
：
講
師
山
田
与
之
助
氏 

当
番
者
：
菅
野
栗
太
郎
、
安
食
喜
一
、
安
孫
子
久 

検
印
：
須
藤 

 1

月2
7

日 

水 

朝 

人
、
昼6

5

人
、
晩 

人 

所
感
：
我
々
は
自
治
講
習
所
に
入
所
し
て
か
ら
初
め
て
炊
事
当
番
に
あ
た
つ
た
。
な
に
も
分
ら
な
い
。

長
岡
君
の
命
令
に
よ
つ
て
料
理
を
し
、
然
も
美
味
し
い
を
調
理
し
、
炊
事
終
了
後
は
整
理
整
頓
は
厳

正
に
や
つ
た
。
以
上 

所
感
希
望
：
三
日
間
炊
事
当
番
中
に
飯
汁
と
交
代
に
研
究
と
体
験
を
味
ふ
た
。 
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来
客
：
安
済
先
生 

当
番
者
：
阿
部
盛
雄
、
安
孫
子
久
、
柴
田
敏
夫
、
小
野
功 

検
印
：
須
藤 

 1

月2
8

日 

木 

朝6
5

人
、
昼6

3

人
、
晩6

5

人 

所
感
：
私
は
十
九
年
来
今
だ
六
十
五
人
の
炊
事
は
ま
だ
始
て
で
あ
る
。
本
当
に
ゆ
か
い
で
あ
る
。
又

仕
事
し
て
居
る
内
に
大
へ
ん
き
よ
味
が
有
り
ま
す
。
又
長
岡
君
は
今
日
休
ん
だ
か
ら
心
配
し
ま
し
た
。

御
飯
が
出
来
る
迄
で
は
気
が
ゆ
つ
く
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
て
見
れ
ば
思
ひ
の
外
う
ま
く
出
来

ま
し
た
。
で
も
大
変
き
よ
味
が
有
り
ま
す
ね
。 

所
感
希
望
：
三
日
間
炊
事
を
し
た
ら
面
白
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
仕
事
を
し
て
居
る
内
に
面
白
味
が

出
来
て
私
は
一
週
間
も
仕
て
見
た
く
成
り
ま
し
た
。
さ
せ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。 

来
客
：
山
田
先
生 

当
番
者
：
安
孫
子
、
武
田
（
元
衛
）
、
小
野
功
、
柴
田 

検
印
：
須
藤 

 1

月2
9

日 

金 

朝6
5

人
、
昼6

5

人
、
晩6

5

人 

所
感
：
炊
事
と
い
ふ
炊
事
は
始
め
て
ゞ
あ
る
。
だ
か
ら
や
ら
な
い
内
は
気
が
か
り
だ
つ
た
。
し
か
し

や
つ
て
見
れ
ば
何
で
も
な
か
つ
た
。
世
の
中
の
万
事
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
ら
う
。
何
事
に
も
確
固

た
る
信
念
を
以
て
進
む
べ
き
で
あ
る
。
一
度
失
敗
す
れ
ば
多
数
の
諸
君
に
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
へ
ば
、
今
更
の
如
く
責
任
の
如
何
に
重
大
で
あ
る
か
を
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今

後
一
層
努
力
す
る
。 

所
感
希
望
：
第
一
日
、
な
か
な
か
薪
に
火
が
つ
か
な
い
の
で
困
つ
た
。
第
二
日
よ
り
古
紙
が
焚
付
け

と
し
て
あ
つ
た
の
で
大
助
り
だ
つ
た
。
二
日
目
三
日
目
、
今
度
こ
そ
み
ん
な
の
満
足
す
る
や
う
に
と

出
来
得
る
限
り
や
つ
て
見
た
。
果
し
て
諸
君
の
満
足
を
得
た
で
あ
ら
う
か
？ 

来
客
：
佐
藤
先
生 

当
番
者
：
小
野
功
、
柴
田
敏
夫
、
武
田
元
衛
、
奥
山
信
義 

検
印
：
須
藤 

 1

月3
0

日 

土 

朝6
5

人
、
昼6

4

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
炊
事
当
番
と
言
ふ
任
に
つ
い
た
の
は
生
れ
て
始
め
て
な
の
で
、
失
敗
す
れ
ば
と
言
ふ
責
任
が
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有
る
の
で
非
常
に
心
配
し
た
。〔
以
下
赤
色
〕
苦
痛
に
あ
ら
ず
、
理
想
に
至
る
奮
闘
の
そ
れ
だ
。
そ
れ

だ
け
自
分
と
云
ふ
も
の
が
自
治
寮
四
十
余
名
の
生
命
を
背
負
ふ
て
居
る
事
の
責
任
感
で
あ
り
、
自
分

と
云
ふ
小
さ
な
生
命
が
自
治
寮
と
云
ふ
も
の
と
不
可
分
な
密
接
の
関
係
に
あ
る
の
だ
。
〔
以
上
赤
色
〕 

所
感
希
望
：
二
日
三
日
目
と
経
験
を
積
ん
で
く
る
と
面
白
く
て
何
日
も
や
つ
て
見
た
い
様
な
気
が
し

た
が
後
か
ら
来
る
番
を
ま
つ
事
に
し
た
。 

当
番
者
：
武
田
元
衛
、
奥
山
信
儀
、
長
谷
部
十
右
衛
門
、
舟
山
正
悦 

検
印
：
須
藤 

 1

月3
1

日 

日 

朝4
5

人
、
昼2

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
僕
等
は
炊
事
当
番
に
当
つ
た
の
は
去
る
廿
九
日
よ
り
で
し
た
。
朝
五
時
半
に
炊
事
場
へ
飛
び

込
ん
だ
が
、
何
か
ら
し
て
よ
い
か
さ
つ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
つ
た
。
経
験
の
あ
る
茂
木
君
や
須
藤
君
の

御
指
導
の
も
と
に
や
り
ま
し
た
。
次
の
日
か
ら
面
白
く
て
、
せ
め
て
拾
日
も
続
け
て
や
つ
て
み
た
い

様
な
気
が
し
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
今
晩
の
飯
は
水
が
多
い
様
で
し
た
か
ら
、
非
常
に
失
敗
し
た
か
と
想
つ
て
心
配
し
て
あ

つ
た
が
、
想
つ
た
よ
り
上
出
来
で
あ
り
ま
し
た
。
此
の
次
か
ら
諸
君
の
満
足
に
足
る
様
な
料
理
を
造

り
得
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。〔
以
下
赤
色
で
〕
自
信
は
か
な
り
、
さ
れ
ど
自
惚
を
…
と
な
る
事
を
戒
む

べ
し
。
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

当
番
者
：
奥
山
信
義
、
舟
山
正
悦
、
長
谷
部
十
右
エ
門 

検
印
：
須
藤 

 2

月1

日 

月 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
入
所
後
第
一
回
の
炊
事
当
番
で
あ
つ
て
充
分
に
動
く
事
が
出
来
な
か
つ
た
。
二
、
三
日
し
た

の
で
よ
ほ
ど
炊
事
の
事
も
わ
か
つ
て
来
た
。
二
回
目
よ
り
は
も
つ
と
働
ら
こ
う
と
思
つ
た
。〔
以
下
赤

色
で
〕
追
進
!!
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

所
感
希
望
：
特
に
献
立
に
就
て
の
所
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。〔
以
下
赤
色
で
〕
味
噌
（
学
校
分
）
四
貫
匁

出
ス
。
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

来
客
：
〔
赤
色
で
〕
日
直
所
長
先
生
摂
食
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

当
番
者
：
相
田
栄
助
、
舟
山
正
悦
、
長
谷
部
十
右
エ
門 

検
印
：
須
藤 
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2
月2
日 

火 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
私
は
今
迄
炊
事
の
事
は
一
度
も
や
つ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
私
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

思
ひ
ま
し
た
が
、
茂
木
君
の
御
指
導
の
御
蔭
で
難
な
く
終
り
た
る
事
を
私
は
喜
ん
で
居
る
次
第
で
す
。 

所
感
希
望
：
私
は
家
に
居
る
時
、
種
々
な
物
を
食
わ
れ
な
か
つ
た
が
、
今
は
何
も
食
は
し
て
も
非
常

に
う
ま
く
た
べ
ら
れ
ま
す
。
特
に
馬
鈴
薯
が
う
ま
い
の
で
す
。 

当
番
者
：
相
田
栄
助
、
小
野
憲
、
齋
藤
登 

検
印
：
須
藤 

 2

月3

日 

水 

朝4
5

人
、
昼4

6

人
、
晩4

5
人 

所
感
：
僕
は
今
日
で
二
日
だ!!  

今
静
か
に
自
分
の
過
去
を
振
か
へ
つ
て
見
る
と
、
か
ぎ
り
な
く
自
分

の
す
ぎ
た
事
が
悲
し
く
な
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
過
去
に
於
て
自
分
の
食
事
さ
へ
ろ
く
に
料
理
出
来
な
か

つ
た
か
ら
。
し
か
し
今
自
分
は
尊
い
経
験
を
得
た
。
特
に
夜
の
フ
ラ
イ
に
つ
い
て
は
、
食
ふ
事
は
知

つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
よ
つ
て
来
る
所
を
し
ら
な
い
。〔
以
下
赤
色
で
〕
過
去
を
顧
み
て
反
省
す
る
は
よ

き
も
悲
し
む
は
消
極
的
か
と
も
思
ふ
。
知
ら
ぬ
が
故
に
知
ら
ん
と
し
及
ば
ぬ
が
故
に
及
ば
ん
と
真
剣

の
努
力
奮
闘
は
困
難
を
超
越
し
断
切
し
て
、
ほ
ん
と
に
我
等
を
天
晴
れ
な
ら
し
め
る
。〔
赤
色
は
こ
こ

ま
で
〕 

所
感
希
望
：
朝
の
御
飯
は
俗
に
ゆ
う
メ
ツ
コ
だ
つ
た
。
そ
の
原
因
は
多
分
水
が
少
な
い
た
め
だ
つ
た

と
思
ふ
。
も
う
少
し
今
度
は
水
を
入
れ
や
う
。
夜
の
フ
ラ
イ
は
恐
ら
く
み
ん
な
が
此
の
上
な
く
好
ん

だ
ら
し
い
。
た
ゞ
じ
や
が
い
も
だ
け
、
も
う
少
し
安
く
、
し
か
も
な
ん
と
か
あ
の
ま
ゝ
で
加
工
す
る

事
を
考
へ
た
い
。
〔
こ
の
日
の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
は
冷
凍
の
さ
け
の
フ
ラ
イ
で
あ
っ
た
。
〕 

し
か
し
、
今
自
分
ハ
か
う
し
た
事
を
知
り
得
た
。 

最
後
に
自
分
の
特
に
感
じ
た
の
は
自
己
の
炊
事
と
言
ふ
分
担
を
通
し
て
、
自
分
の
完
全
な
る
分
担
を

通
し
て
な
し
た
事
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て
四
十
幾
人
の
人
が
飯
を
食
ふ
事
が
出
来
る
の
だ
か
ら
、
す

べ
て
を
な
し
終
つ
た
時
初
め
て
自
分
は
天
晴
…
…
な
心
に
な
り
得
た
。
終
り
。 

〔
以
下
は
赤
色
で
〕
馬
鈴
薯
の
み
な
ら
ず
米
麦
以
外
の
主
食
に
就
い
て
研
究
が
必
要
で
あ
り
加
工
も

考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
ま
で
研
究
し
加
工
も
考
へ
た
い
と
思
ふ
。
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

来
客
：
山
高
〔
山
形
高
等
学
校
〕
安
斎
教
授
、〔
以
下
赤
色
で
〕
所
長
、
船
越
先
生
〔
赤
色
は
こ
こ
ま

で
〕 

当
番
者
：
小
野
憲
、
相
田
栄
助
、
斎
藤
登 

検
印
：
須
藤 
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 2

月4
日 
木 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
僕
は
此
の
当
番
を
や
つ
て
居
た
が
、
茂
木
君
が
来
て
米
を
た
い
て
く
れ
る
や
ら
、
そ
こ
い
ら

を
す
み
か
ら
す
み
ま
で
あ
の
牛
乳
を
し
ぼ
つ
た
り
す
る
。
い
そ
が
し
い
事
で
掃
除
を
し
て
く
れ
て
、

僕
は
何
を
云
つ
て
よ
い
か
わ
か
ら
無
い
。
唯
、
あ
ゝ
有
難
い
。
僕
は
も
う
掃
除
を
さ
れ
無
い
内
に
早

く
し
て
了
い
た
い
と
思
つ
た
。 

所
感
希
望
：
僕
は
朝
炊
事
を
や
る
時
、
手
が
棒
の
様
に
な
つ
て
非
常
に
つ
め
た
い
が
、
然
し
船
越
先

生
の
何
時
も
の
御
言
葉
の
武
道
チ
ユ
ウ
ー
精
神
で
下
腹
に
力
を
入
れ
て
や
る
と
、
つ
め
た
い
の
何
ん

か
は
ど
こ
か
に
飛
ん
で
行
つ
て
了
ふ
。 

来
客
：
船
越
先
生
、
赤
間
先
生 

当
番
者
：
小
野
憲
、
水
沼
保
、
斎
藤
登 

検
印
：
須
藤 

 2

月5

日 

金 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
今
日
は
所
感
と
云
ふ
所
感
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
で
炊
事
当
番
が
終
つ
た
の
で
、
感
激
無

量
で
書
け
ま
せ
ん
。
以
上 

所
感
希
望
：
此
の
天
ぷ
ら
を
須
藤
兄
、
茂
木
兄
等
の
お
力
を
借
り
て
非
常
に
よ
く
出
来
た
せ
い
か
、

鐘
が
な
る
や
否
や
す
ぐ
食
堂
は
一
朽
〔
杯
？
〕
で
、
寮
の
天
ぷ
ら
を
よ
く
あ
じ
は
つ
た
事
と
思
ふ
。

以
上
〔
天
ぷ
ら
の
材
料
は
玉
葱
、
牛
蒡
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
思
わ
れ
る
。
〕 

来
客
：
無
シ 

当
番
者
：
水
沼
保
、
相
沢
知
二
、
斎
藤
登 

検
印
：
須
藤 

 2

月6

日 

日
〔
土
〕 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩2

0

人 

〔
献
立
は
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、
所
感
、
所
感
希
望
は
無
記
入
〕 

当
番
者
：
水
沼
保
、
佐
藤
廣
弥
、
相
沢
知
二 

検
印
：
須
藤 

 2

月7

日 

日 

朝2
0

人
、
昼2

0

人
、
晩2

5

人 

所
感
：
炊
事
三
日
間
は
た
し
て
独
断
に
て
自
分
は
任
務
を
全
ふ
す
る
を
得
る
か
否
か
。
何
の
獲
物
も
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な
い
出
発
に
際
し
、
自
覚
が
無
か
つ
た
か
ら
だ
。
来
れ
第
二
回
の
炊
事
よ
、
充
分
研
究
せ
ん
。 

所
感
希
望
：
昼
食
パ
ン
の
ク
リ
ー
ム
は
須
藤
さ
ん
を
始
め
柴
田
、
小
野
両
君
の
手
製
、
実
に
美
味
、

感
謝
に
た
へ
ま
せ
ん
。
望
わ
く
ん
ば
昼
食
の
パ
ン
も
我
等
の
炊
事
場
で
製
し
た
い
も
の
で
す
。〔
ク
リ

ー
ム
の
材
料
は
砂
糖
、
牛
乳
、
卵
、
小
麦
粉
。
〕 

来
客
：
夕
食
、
公
主
嶺
移
住
者
三
名 

当
番
者
：
佐
藤
廣
弥
、
菅
運
五
郎
、
相
沢
知
二 

検
印
：
須
藤 

 2

月8

日 

月 

朝4
0

人
、
昼3

3

人
、
晩4

4
人 

所
感
：
入
所
以
来
始
め
て
な
の
で
、
何
か
ら
仕
事
を
す
れ
ば
良
い
や
ら
わ
か
ら
ず
、
第
一
日
目
炊
事

は
ほ
ん
と
に
赤
面
の
至
り
で
あ
つ
た
。
二
日
三
日
目
と
な
る
と
少
し
は
覚
束
無
く
も
、
茂
木
兄
、
長

岡
兄
等
に
御
指
導
を
受
け
て
無
事
に
第
一
回
目
は
終
つ
た
。
第
弐
回
よ
り
は
大
い
に
研
究
せ
ん
。 

所
感
希
望
：
特
に
献
立
及
び
料
理
に
就
い
て
は
所
感
無
し
。 

来
客
：
四
名 

当
番
者
：
佐
藤
廣
弥
、
菅
運
五
郎
、
佐
藤
賢
三 

検
印
：
須
藤 

 2

月9

日 

火 

朝4
3

人
、
昼4

2

人
、
晩4

3

人 

来
客
：
朝
夜
、
高
橋
一
笑
会
長
□
〔
赤
色
で
〕
深
瀬
春
米
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

当
番
者
：
菅
運
五
郎
、
佐
藤
賢
三
、
三
浦
又
雄 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
0

日 

水 

朝4
4

人
、
昼4

2

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
今
日
迄
三
日
間
の
炊
事
で
苦
通
〔
痛
〕
を
感
じ
た
事
は
朝
米
と
ぎ
が
一
番
感
じ
た
。
で
も
三

日
の
間
で
な
ん
だ
か
お
も
し
ろ
い
様
に
な
つ
て
十
日
も
つ
ゞ
け
日
間
で
や
つ
て
見
た
い
様
で
あ
る
が
、

新
入
生
の
物
が
な
れ
ら
れ
な
い
か
ら
と
思
ふ
。
残
念
な
が
ら
も
や
む
を
得
な
い
。 

所
感
希
望
：
朝
は
メ
ツ
コ
飯
で
あ
る
。
長
岡
君
は
水
が
少
な
い
か
ら
だ
と
い
つ
た
か
ら
、
米
一
升
に

対
し
て
水
一
升
二
合
で
、
九
升
で
あ
れ
は
一
斗
八
合
で
普
通
の
飯
が
出
る
。
僕
二
年
間
の
け
い
け
ん

に
よ
れ
ば
そ
う
で
あ
る
。 

来
客
：
朝
高
橋
一
笑
会
長
、
深
瀬
春
米 
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当
番
者
：
佐
藤
賢
三
、
三
浦
又
雄
、
本
田
総
一 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
1

日 

木 
朝4

2

人
、
昼4

3

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
所
感
と
思
ふ
様
な
事
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
只
だ
朝
の
米
と
ぎ
が
三
日
間
の
内
一
番
感
じ
た
。

以
上 

所
感
希
望
：
長
岡
君
、
須
藤
君
の
指
導
の
も
と
に
特
に
三
日
間
の
料
理
は
う
ま
く
上
手
に
料
理
を
な

し
た
。 

来
客
：
二
人
（
新
入
生
） 

当
番
者
：
三
浦
又
男
、
本
田
総
一
、
庄
司
定
次
郎 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
2

日 

金 

朝4
3

人
、
昼4

3

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
小
生
モ
炊
事
ヲ
ヤ
ル
ノ
ガ
今
般
ガ
始
メ
テ
デ
ア
ツ
タ
。
先
ヅ
長
岡
兄
ヨ
リ
大
根
切
リ
味
噌
ス

リ
カ
ラ
手
ヲ
取
ツ
テ
教
ヘ
ラ
ル
。
味
噌
ス
リ
ハ
最
初
手
ノ
回
転
ナ
ラ
ズ
シ
テ
閉
口
ダ
ツ
タ
。
二
日
間

ノ
朝
零
下
ニ
下
ツ
タ
時
ノ
米
ト
ギ
…
…
、
実
ニ
両
手
ハ
自
分
ノ
手
ト
モ
思
ワ
レ
ナ
カ
ツ
タ
。
併
シ
吾

等
同
胞
四
十
余
人
ノ
賄
ヲ
ヤ
ル
ノ
ダ
ト
思
フ
時
、
ソ
ン
ナ
事
ヲ
考
エ
ル
暇
ガ
ナ
カ
ツ
タ
。 

所
感
希
望
：
御
飯
炊
ニ
於
テ
ハ
経
験
多
キ
長
岡
君
茂
木
君
ノ
下
ニ
ヤ
ツ
タ
ノ
デ
失
敗
ナ
ク
実
ニ
好
成

績
裡
ニ
終
エ
タ
。
本
日
ノ
汁
ハ
自
分
ノ
水
加
減
少
シ
ク
多
カ
ツ
タ
故
カ
、
醤
油
九
合
ノ
所
ヲ
二
回
モ

追
加
シ
テ
□
ク
適
宜
与
ス
。
自
分
ハ
三
日
間
ノ
炊
事
ニ
於
テ
得
ル
所
ガ
実
ニ
多
カ
ツ
タ
。
無
経
験
ノ

自
分
…
…
。
以
上
〔
夕
食
の
振
葱
汁
の
材
料
は
、
葱
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
ラ
。
〕 

来
客
：
伊
藤
君
（
一
月
） 

当
番
者
：
本
田
総
一
、
庄
司
定
次
郎
、
黒
田
五
郎 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
3

日 

土 

朝4
0

人
、
昼4

0

人
、
晩3

7

人 

所
感
：
炊
事
当
番
第
一
回
は
本
日
ヲ
モ
ツ
テ
無
事
に
終
り
ま
し
た
。
此
れ
長
岡
君
の
実
地
指
導
の
賜

で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
我
に
は
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
次
回
之
当
番
に
は
一
増
美
味

に
料
理
す
る
事
に
努
ま
す
。 

所
感
希
望
：
汁
の
献
立
の
大
根
の
切
方
等
に
付
て
は
解
り
ま
し
た
。
三
四
百
匁
の
馬
鈴
薯
で
四
十
余
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人
に
平
等
に
分
配
し
得
る
様
に
、
切
形
等
其
の
他
、
三
日
間
の
炊
事
に
依
り
得
る
事
、
大
で
し
た
。

希
望
と
し
て
は
感
す
る
事
な
か
り
き
。 

当
番
者
：
斎
藤
寿
一
、
庄
司
定
治
郎
、
黒
田
五
郎 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
4

日 

日 

朝3
7

人
、
昼3

3

人
、
晩3

6

人 

所
感
：
自
分
に
は
十
二
日
よ
り
本
所
に
入
所
し
て
か
ら
始
て
の
炊
事
当
番
に
当
り
、
炊
事
を
す
る
。

朝
迄
非
常
に
心
配
し
て
居
つ
た
が
、
多
年
の
間
経
験
を
つ
ま
れ
て
居
る
茂
木
君
並
に
長
岡
君
の
熱
心

な
る
御
指
導
の
も
と
に
、
一
回
の
不
出
来
も
な
く
終
つ
た
事
は
何
よ
り
嬉
し
く
、
又
両
君
に
色
々
何

か
ら
何
迄
親
切
に
教
へ
て
下
さ
つ
た
事
は
、
実
に
私
に
は
何
ん
と
云
ふ
た
良
い
か
知
れ
ま
せ
ん
。 

所
感
希
望
：
今
日
迄
で
三
日
間
炊
事
を
し
た
内
で
一
番
に
困
つ
た
事
は
、
朝
零
下
何
度
と
云
ふ
寒
き

朝
に
米
と
ぎ
、
又
薪
に
火
が
つ
か
な
か
つ
た
事
で
し
た
。
三
日
目
に
は
茂
木
君
が
帰
宅
し
た
の
で
、

長
岡
君
が
来
て
指
導
下
さ
つ
た
の
で
一
度
も
不
出
来
が
な
か
つ
た
事
は
自
分
一
人
嬉
し
い
事
で
成

〔
無
〕
く
幾
十
人
の
人
も
お
い
し
く
食
べ
た
事
と
思
ふ
。
炊
事
は
実
に
面
白
い
。
一
週
間
や
つ
て
見

た
い
感
が
す
る
。 

来
客
：
依
る
、
東
置
賜
中
郡
村
青
年
団
長 

当
番
者
：
黒
田
五
郎
、
斎
藤
寿
一
、
大
沼
清
八 

検
印
：
〔
押
し
て
な
い
〕 

 2

月1
5

日 

月 

朝4
3

人
、
昼4

3

人
、
晩4

4

人 

所
感
：
蛇
で
さ
え
冬
眠
す
る
今
時
、
雲
は
な
き
と
も
人
間
ば
な
れ
せ
し
私
も
又
平
々
凡
々
と
し
て
感

ず
る
所
な
し
。 

来
客
：
茂
木
君
帰
寮 

当
番
者
：
斎
藤
寿
一
、
大
沼
清
八
、
高
橋
勇
士 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
6

日 

火 

朝4
5

人
、
昼4

4

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
僕
は
今
日
に
て
三
日
間
の
炊
事
当
番
も
終
り
を
告
げ
ま
し
た
。
今
朝
は
何
時
も
よ
り
は
暖
に

恵
ま
れ
た
か
の
様
に
思
ひ
ま
す
。
僕
等
当
番
は
茂
木
君
や
長
岡
君
達
の
親
切
な
る
御
指
導
に
よ
り
ど

う
や
ら
皆
様
の
前
に
出
す
事
の
出
来
た
事
は
、
何
に
よ
り
も
気
持
の
良
く
感
じ
ま
し
た
。
兎
に
角
僕
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は
生
れ
て
初
め
て
の
事
故
、
多
少
心
配
も
有
ま
し
た
。
だ
が
楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。 

来
客
：
所
長
先
生
、
高
橋
一
笑
会
長
、
外
、
三
人 

当
番
者
：
大
沼
清
八
、
高
橋
勇
士
、
清
野
本 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
7

日 

水 

朝4
5

人
、
昼4

6

人
、
晩4

4

人 

所
感
：
何
時
か
な
何
時
か
な
と
首
を
長
く
し
て
待
つ
て
居
つ
た
炊
事
当
番
も
□
□
り
な
く
や
つ
て
来

て
夢
の
□
に
三
日
間
も
無
事
に
了
え
て
、
ほ
っ
と
一
安
堵
の
胸
を
撫
で
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
嬉
し

く
、
之
も
皆
先
生
さ
ん
達
の
良
ろ
し
き
御
鞭
撻
の
外
な
ら
ず
、
ほ
ん
と
う
に
有
難
い
の
だ
。
厚
く
御

礼
申
上
ま
す
。
一
寸
思
ひ
起
し
た
事
を
述
べ
て
見
ま
せ
う
。
私
ら
は
内
に
居
る
時
に
は
随
分
と
台
所

に
向
っ
て
、
今
日
は
あ
ゝ
だ
こ
う
だ
と
叱
言
め
い
た
事
は
、
今
考
え
て
見
る
と
多
々
あ
り
ま
し
た
。

今
と
な
つ
て
は
恥
か
し
い
位
で
す
。
何
人
か
の
生
命
源
泉
を
重
大
な
る
責
任
を
以
っ
て
行
ふ
仕
事
で

す
。
自
分
の
分
担
を
果
す
其
の
為
に
…
…
。 

所
感
希
望
：
何
せ
山
だ
し
の
私
に
初
め
て
責
任
重
い
多
数
の
皆
々
様
の
食
事
を
膳
部
す
る
の
で
す
か

ら
、
万
遺
憾
な
き
を
期
す
る
覚
悟
で
勉
め
ま
し
た
が
、
余
り
気
の
急
い
だ
為
に
冷
い
御
飯
を
差
上
け

た
の
は
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
多
量
焚
く
も
の
で
す
か
ら
時
々
過
軟
た
り
し
て
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
宜
敷
勉
め
ま
す
。
（
炊
事
当
番
諸
君
も
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
） 

来
客
：
舟
越
先
生
、
安
齊
先
生 

当
番
者
：
高
橋
勇
士
、
清
野
本
、
星
與
兵
衛 

検
印
：
須
藤 

 2

月1
8

日 

木 

朝4
4

人
、
昼4

4

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
自
分
は
入
所
以
来
炊
事
当
番
を
行
つ
た
事
は
無
か
つ
た
。
炊
事
を
す
る
朝
迄
は
非
常
に
心
配

を
し
て
居
つ
た
所
、
茂
木
長
岡
両
君
の
厚
き
御
同
情
を
受
け
奉
り
ま
し
て
、
一
回
も
不
出
来
も
無
く

終
つ
た
事
は
非
常
に
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
僕
は
両
君
よ
り
一
切
万
事
親
切
に
教
え
て
下
さ
つ
た
事
は

真
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

所
感
希
望
：
我
等
当
番
の
時
に
茂
木
長
岡
両
君
の
お
力
を
借
り
て
非
常
に
よ
く
出
来
た
た
め
か
、
鐘

の
鳴
る
や
否
や
、
生
徒
は
食
堂
に
早
く
集
つ
て
先
生
の
御
言
葉
を
ま
つ
て
居
つ
た
様
で
あ
つ
た
。 

当
番
者
：
清
野
本
、
星
與
平
、
犬
飼
訪
吉 

検
印
：
須
藤 
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 2

月1
9

日 

金 

朝4
4

人
、
昼4

4

人
、
晩4

4

人 

所
感
：
三
日
間
や
つ
た
炊
事
当
番
を
回
顧
す
て
見
れ
ば
、
何
も
知
ら
な
か
つ
た
僕
は
炊
事
場
に
行
つ

た
時
に
何
を
や
つ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
つ
た
が
、
茂
木
君
長
岡
君
方
の
指
導
に
よ
つ
て
無
事
三
日

間
過
し
た
事
は
何
よ
り
で
あ
つ
た
。 

所
感
希
望
：
御
飯
を
た
く
の
も
汁
を
煮
る
の
も
知
ら
な
か
つ
た
僕
は
一
番
心
配
な
の
は
御
飯
た
く
で

し
た
。
前
の
人
が
居
つ
て
や
つ
て
行
れ
る
内
は
そ
ん
な
で
な
い
が
自
分
に
く
る
と
本
当
に
気
が
も
め

ま
す
。
だ
が
茂
木
君
長
岡
君
方
の
親
切
な
指
導
に
よ
り
ま
し
て
皆
様
の
前
に
出
す
事
の
出
来
た
の
は

楽
し
い
よ
う
な
気
が
し
た
。 

来
客
：
佐
藤
先
生 

当
番
者
：
星
與
衛
、
犬
飼
訪
吉
、
西
田
貞
典 

検
印
：
須
藤 

 2

月2
0

日 

土 

朝4
4

人
、
昼4

5

人
、
晩2

5

人 

所
感
：
炊
事
に
付
い
て
何
も
知
ら
な
か
つ
た
私
が
当
番
に
当
り
、
色
々
と
教
え
て
下
さ
つ
た
。
茂
木

長
岡
両
君
に
厚
く
御
礼
申
し
上
ま
す
。
そ
し
て
炊
事
を
や
つ
て
初
め
て
自
治
寮
生
活
の
真
味
が
判
つ

た
様
な
気
が
し
ま
す
。 

所
感
希
望
：
料
理
及
ビ
献
立
に
就
い
て
の
所
感
及
び
希
望
は
何
も
有
り
ま
せ
ん
。 

来
客
：
高
橋
先
生
（
3
）
（
要
）
、
赤
間
先
生
（
昼
） 

当
番
者
：
犬
飼
訪
吉
、
西
田
貞
典
、
金
沢
孫
治 

検
印
：
須
藤 

 2

月2
1

日 

日 

朝2
5

人
、
昼2

5

人
、
晩2

5

人 

所
感
：
朝
飯
は
余
り
早
く
盛
つ
て
済
ま
な
か
つ
た
。 

所
感
希
望
：
晩
飯
は
少
し
く
軟
く
出
来
で
済
ま
な
か
つ
た
。
晩
の
魚
汁
は
少
し
く
砂
糖
入
れ
ば
甘
味

あ
り
て
味
よ
い
。
〔
魚
汁
の
材
料
名
に
「
魚
」
と
あ
り
、
種
類
名
な
し
。
〕 

来
客
：
パ
ン
高
橋
先
生
二
ツ
（
要
） 

当
番
者
：
堀
川
清
一
、
星
智
夫
、
西
田
貞
典 

検
印
：
須
藤 
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2
月2

2

日 

月 

朝4
4

人
、
昼4

5

人
、
晩4

7

人 

所
感
：
始
め
て
炊
事
を
や
る
者
に
一
番
困
難
な
事
は
何
と
云
つ
て
も
ご
飯
の
水
量
を
見
る
事
で
す
。

茂
木
君
の
御
指
導
な
く
ん
ば
と
て
も
駄
目
の
様
で
す
。
家
庭
的
炊
事
と
違
つ
た
大
量
炊
事
は
始
め
は

全
く
驚
く
だ
け
で
す
。 

所
感
希
望
：
御
飯
入
の
バ
ケ
ツ
二
個
で
た
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
個
設
け
て
戴
き
た
く
思
ひ
ま
す
。〔
以

下
赤
色
〕
近
い
内
備
へ
つ
け
た
い
と
思
ふ
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客
：
西
垣
先
生
③
、
赤
間
先
生
① 

当
番
者
：
金
澤
孫
治
、
堀
川
清
一
、
星
智
夫 

検
印
：
須
藤 

 2

月2
3

日 

火 

朝4
4

人
、
昼 

人
、
晩4

4

人 

所
感
：
炊
事
は
初
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
思
ふ
様
に
働
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
茂
木
さ
ん
や
長
岡
さ

ん
に
新
〔
親
〕
切
に
教
へ
て
い
た
ゞ
い
て
、
ど
う
や
ら
三
日
を
無
事
に
つ
と
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

其
し
て
一
食
ご
と
に
自
分
達
の
造
く
つ
た
飯
汁
を
皆
ん
な
と
い
た
ゞ
き
ま
す
と
い
て
、
食
べ
る
時
、

得
意
と
い
ほ
う
か
、
何
ん
と
い
ほ
が
、
と
て
も
愉
快
な
感
じ
が
致
ま
す
た
。 

所
感
希
望
：
醤
油
を
は
か
る
時
に
た
る
よ
り
す
ぐ
に
少
な
き
も
の
に
□
□
の
は
、
こ
ぼ
れ
て
悪
い
様

で
す
か
ら
、
何
か
便
利
な
物
を
買
つ
て
戴
き
た
い
も
の
で
す
。 

来
客
：
高
橋
先
生
二
ツ
、
五
十
嵐
先
生
一
ツ 

当
番
者
：
金
澤
嘉
代
治
、
遠
藤
忠
雄
、
堀
川
清
一 

検
印
：
須
藤 

 2

月2
4

日 

水 

朝4
6

人
、
昼4

6

人
、
晩4

6

人 

所
感
：
夜
食
ノ
ラ
イ
ス
カ
レ
イ
―
ハ
茂
木
君
ノ
腕
ノ
冴
、
実
ニ
ス
バ
ラ
シ
イ
モ
ノ
デ
シ
タ
。
大
掃
除

後
ノ
ス
キ
腹
ニ
タ
ラ
フ
ク
シ
タ
。
諸
君
ハ
サ
ゾ
カ
シ
大
満
悦
デ
ア
ツ
タ
事
ト
思
ヒ
マ
ス
。 

所
感
希
望
：
昼
一
食
パ
ン
ノ
バ
タ
ガ
少
シ
ス
ク
ナ
イ
様
ナ
気
ガ
シ
マ
ス
。
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
ニ
ス
プ
ー

ン
ガ
ア
ツ
タ
ラ
ト
思
ヒ
マ
ス
。 

来
客
：
高
橋
猪
一
先
生
①
、
安
齊
先
生
①
、
船
越
先
生
③
、
佐
竹
兄
① 

当
番
者
：
遠
藤
忠
雄
、
金
沢
孫
治
、
星
智
夫 

検
印
：
須
藤 
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2
月2

5

日 

木 

朝4
4

人
、
昼1

0
0

人
、
晩5

0

人 

所
感
：
自
分
が
炊
事
当
番
に
一
番
遅
く
廻
つ
て
き
ま
し
た
。
其
の
前
に
早
く
炊
事
を
当
て
て
く
れ
れ

ば
良
い
と
思
つ
て
居
り
ま
し
た
。
当
番
を
や
つ
て
見
る
と
仲
々
自
分
が
感
じ
た
長
岡
君
と
茂
木
君
と

の
親
切
の
指
導
の
下
に
四
日
間
致
し
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
無
事
に
通
過
し
た
炊
事
の
調
理
は
、
全
く
茂
木
君
長
岡
君
両
君
の
下
に
、
非
常
に
美
味

し
い
料
理
を
い
た
ゞ
き
ま
し
た
。 

来
客
：
高
橋
一
笑
会
長
、
三
食
分 

当
番
者
：
遠
藤
忠
雄
、
古
瀬
吉
蔵
、
金
澤
孫
治 

検
印
：
須
藤 

 2

月2
6

日 

金 

朝5
4

人
、
昼4

5

人
、
晩4

4

人 

所
感
：
自
分
に
此
度
と
二
回
だ
が
、
何
時
も
茂
木
長
岡
両
君
の
親
切
な
指
導
を
感
謝
致
し
ま
す
。
今

夕
食
の
汁
の
盛
方
が
悪
か
つ
た
為
に
不
幸
〔
公
〕
平
に
盛
り
、
誠
に
済
な
か
つ
た
。
こ
れ
も
自
分
の

至
ら
ぬ
所
と
反
省
致
ま
し
た
。
今
后
は
注
意
致
し
て
こ
の
二
度
の
失
敗
を
く
り
返
さ
ぬ
様
努
力
致
し

ま
す
。
失
敗
は
成
功
の
本
。 

所
感
希
望
：
今
度
の
汁
の
振
葱
汁
の
汁
の
実
が
、
も
少
し
多
く
て
も
良
と
思
つ
た
。
玉
葱
で
無
く
葱

で
あ
つ
た
ら
と
思
つ
た
が
自
分
の
至
な
ぬ
事
、
反
省
致
し
ま
し
た
。〔
以
下
赤
色
〕
献
立
は
葱
と
馬
鈴

薯
と
な
つ
て
居
る
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客
：
朝
食
先
輩
拾
名
、
昼
先
生
一
の
（
農
） 

当
番
者
：
金
沢
嘉
代
治
、
古
瀬
吉
蔵
、
遠
藤
忠
雄 

検
印
：
須
藤 

 

二
月
二
十
七
日 

土 

朝4
4

人
、
昼4

4

人
、
晩4

4

人 

所
感
：
僕
は
炊
事
当
番
は
二
回
で
す
が
、
所
感
は
な
い
。
然
し
今
日
の
朝
の
飯
た
き
に
は
長
岡
君
を

初
め
と
し
て
我
等
炊
事
人
一
同
は
頭
を
苦
し
た
が
、
高
橋
先
生
並
に
生
徒
一
同
に
対
し
て
も
申
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
今
后
の
当
番
に
は
立
派
な
飯
を
だ
し
ま
す
。 

所
感
希
望
：
料
理
及
ビ
献
立
ニ
就
イ
テ
所
感
希
望
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。 

検
印
：
須
藤 

 

二
月
二
十
八
日 

日 

朝4
1

人
、
昼4

0

人
、
晩1

0
0

人 
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所
感
：
自
分
は
炊
事
当
番
に
一
番
遅
く
廻
っ
て
き
ま
し
た
。
扨
て
炊
事
当
番
に
指
名
さ
れ
た
夜
は
非

常
に
心
配
し
た
が
、
永
年
経
験
の
積
ん
で
居
る
茂
木
、
長
岡
両
君
の
親
切
な
る
御
指
導
の
下
に
、
又

今
日
は
移
住
者
に
赤
飯
を
御
馳
走
を
な
し
多
人
数
の
料
理
を
し
た
の
も
、
茂
木
長
岡
両
君
の
御
指
導

の
下
に
だ
と
思
ひ
ま
す
。 

所
感
希
望
：
料
理
献
立
ニ
就
イ
テ
ノ
所
感
希
望
等
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。 

来
客
：
県
知
事
、
平
康
移
住
者 

当
番
者
：
金
澤
嘉
代
治
、
森
光
男
、
小
野
功
、
以
上
三
名 

検
印
：
須
藤 

 2

月2
9

日 

月 

朝4
5

人
、
昼4

9

人
、
晩4

5
人 

所
感
：
自
分
は
廿
八
日
の
夜
る
に
少
食
過
し
た
し
た
か
、
今
朝
の
炊
事
に
出
ら
れ
な
か
つ
た
事
を
外

二
名
の
当
番
に
申
訳
な
く
思
ま
し
た
。
そ
う
し
て
朝
の
水
仕
事
は
冷
た
か
つ
た
と
云
て
居
り
ま
し
た

が
、
而
し
当
番
は
任
務
を
良
く
果
さ
れ
た
事
を
深
く
自
分
も
感
ま
し
た
。
そ
し
て
夜
は
自
分
も
外
二

人
も
一
生
懸
命
に
働
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
経
験
の
不
足
の
為
か
御
食
〔
飯
〕
の
水
か
げ
ん
は
良
く
な

か
つ
た
事
を
後
に
思
ひ
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
パ
ン
に
ジ
ャ
ム
を
不
足
の
為
に
あ
ま
り
楽
し
く
食
は
な
か
つ
た
人
も
見
え
る
様
で
あ
っ

た
の
で
、
も
う
少
し
付
け
て
下
さ
つ
た
と
思
ま
す
。
夜
る
の
就
床
の
後
に
火
を
取
る
。
灰
通
は
満
足

の
物
は
一
ヶ
で
不
足
を
感
じ
て
居
り
ま
す
。 

来
客
：
西
垣
先
生
③
、
赤
間
先
生
１ 

当
番
者
：
森
光
男
、
小
野
功
、
管
野
章 

検
印
：
須
藤 

 3

月1

日 

火 

朝4
3

人
、
昼 

人
、
晩 

人 

所
感
：
僕
は
二
回
目
の
炊
事
の
番
に
廻
つ
て
来
ま
す
た
。
僕
が
書
く
前
に
反
省
し
見
る
に
、
僕
は
初

め
て
の
炊
事
時
よ
も
勝
手
も
知
る
様
に
な
り
、
炊
事
も
一
段
々
に
面
白
い
味
が
あ
る
。
今
日
炊
事
に

当
つ
て
居
る
二
人
の
方
々
は
一
生
懸
命
に
書
か
れ
下
さ
ま
す
た
の
で
予
定
時
間
前
ま
で
は
早
く
□
□

の
へ
る
。 

所
感
希
望
：
毎
日
朝
晩
に
頂
て
居
る
沢
庵
漬
、
一
方
主
義
で
は
あ
ま
り
に
も
皆
様
に
は
好
み
居
ら
ぬ

事
と
思
ふ
。
た
ま
に
は
変
へ
て
見
た
ら
ど
う
で
う
。 

来
客
：
五
十
嵐
晴
峯
先
生
昼
食 
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当
番
者
：
小
野
功
、
管
野
章
、
阿
部
盛
隆 

検
印
：
須
藤 

 

三
月
二
日 

水 
朝 

人
、
昼4

3

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
船
越
先
生
に
打
こ
ま
れ
る
武
道
の
精
神
で
炊
事
を
や
つ
た
ら
実
に
お
面
白
く
愉
快
で
た
ま
ら

な
い
。 

所
感
希
望
：
毎
日
お
い
し
く
て
何
も
希
望
な
ど
は
あ
り
は
し
ま
せ
ん
。 

来
客
：
安
斉
先
生
、
船
越
先
生 

当
番
者
：
阿
部
森
雄
、
菅
野
章
、
佐
藤
建
蔵 

検
印
：
須
藤 

 

三
月
三
日 

木 

朝4
3

人
、
昼4

3

人
、
晩4

6

人 

所
感
：
炊
事
当
番
は
実
に
お
面
白
く
愉
快
で
あ
り
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
料
理
献
立
に
就
い
て
の
所
感
希
望
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。〔
以
下
赤
色
〕
馬
鈴
薯
パ
ン
良

好
な
り
き
。
砂
糖
少
し
く
多
す
ぎ
た
、
百
匁
に
て
可
（
二
百
匁
ノ
モ
ノ
）
塩
を
多
く
し
て
は
と
思
つ

た
、
八
〇
匁
位
（
四
〇
匁
ノ
モ
ノ
）
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客
：
〔
赤
色
で
〕
（
所
長
、
船
越
）
、
斎
藤
先
生
、
高
橋
先
生
へ
一
食 

当
番
者
：
佐
藤
賢
三
、
阿
部
盛
雄
、
安
食
喜
一 

検
印
：
須
藤 

 

〔3

〕
月
〔4

〕
日 

〔
金
〕
朝4

5

人
、
昼4

5

人
、
晩4

7

人 

所
感
：
炊
事
は
当
番
の
中
で
も
こ
ん
き
の
修
行
で
あ
る
と
思
ふ
。
僕
は
実
行
し
た
気
で
を
る
が
、
皆

ん
な
に
は
あ
ん
な
物
と
見
る
者
も
あ
る
だ
う
。
同
じ
様
な
こ
と
を
書
い
て
を
る
が
私
は
見
ら
れ
て
も

当
番
と
し
て
の
分
担
を
追
行
す
る
気
だ
。 

所
感
希
望
：
此
一
日
は
□
め
ご
飯
で
あ
る
。
す
ま
な
い
第
三
日
目
だ
。
昼
は
良
い
飯
で
あ
つ
た
が
、

夜
は
テ
ン
プ
ラ
ー
で
あ
る
。
あ
ま
り
お
そ
く
な
つ
た
の
で
揚
げ
る
物
も
半
分
揚
げ
た
。
皆
ん
な
に
す

ま
ん
と
思
ふ
て
お
る
。
こ
れ
か
ら
は
こ
ん
な
事
な
い
様
修
行
致
し
ま
す
。 

来
客
：
大
高
根
村
寺
崎
大
工
様
、
道
場
建
設
の
件
に
つ
き
来
所 

当
番
者
：
佐
藤
、
安
食
、
柴
田 

検
印
：
須
藤 
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 3

月5
日 
土 

朝4
3

人
、
昼4

9

人
、
晩3

2

人 

所
感
：
私
ハ
一
番
感
ジ
タ
事
ハ
、
炊
事
ノ
ヤ
リ
方
ガ
ホ
ン
ト
ニ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
私
ハ
友
部
ノ
学
校
デ

ヤ
ツ
テ
ヰ
タ
様
ニ
料
理
ノ
カ
ー
ド
ヲ
是
非
製
ツ
テ
戴
キ
タ
イ
。
ソ
シ
テ
大
対
ノ
仕
事
ハ
先
生
其
他
ノ

諸
兄
ニ
指
導
ヲ
仰
グ
ト
共
ニ
、
其
他
ノ
料
理
ノ
仕
方
ハ
大
対
ニ
於
テ
自
治
的
ニ
自
発
的
ニ
働
カ
シ
テ

戴
キ
タ
イ
。
コ
ウ
シ
タ
経
験
ニ
ヨ
ツ
テ
各
自
ノ
体
験
ハ
如
何
ナ
ル
場
所
ニ
於
テ
モ
応
用
出
来
得
ル
デ

ハ
ナ
イ
カ
ト
痛
切
ニ
感
ジ
マ
シ
タ
。
ソ
シ
テ
一
日
乃
至
終
了
後
ニ
於
ケ
ル
簡
単
ナ
ル
注
意
ヲ
保
レ
テ

戴
キ
タ
イ
。 

来
客
：
赤
間
先
生
、
高
橋
先
生
、
萩
野
来
客
二
名
、
寺
崎
氏 

当
番
者
：
川
合
恒
五
郎
、
柴
田
敏
夫
、
長
谷
部 

検
印
：
須
藤 

 3

月6

日 

日 

朝2
6

人
、
昼2

0

人
、
晩3

0

人 

所
感
：
僕
は
二
度
目
の
炊
事
で
、
こ
の
前
よ
り
は
い
く
ら
か
勝
手
が
わ
か
る
と
い
ふ
具
合
で
気
持
よ

く
働
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
炊
事
と
い
ふ
事
は
や
つ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、
お
汁
の
ネ
ギ
、

ミ
ソ
、
大
根
等
の
中
、
ど
れ
を
早
く
入
れ
た
ら
よ
い
か
分
ら
な
い
で
、
二
、
三
回
も
す
れ
ば
大
て
い

わ
か
る
で
せ
う
。
知
つ
て
し
ま
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

所
感
希
望
：
今
晩
の
飯
は
少
し
や
は
ら
か
で
あ
つ
た
。
し
か
し
少
し
焼
つ
い
て
居
り
ま
し
た
。
こ
の

次
か
ら
は
も
つ
と
上
手
に
す
る
や
う
に
心
掛
る
や
う
に
致
し
ま
す
。
汁
の
具
合
な
か
な
か
う
ま
く
行

か
な
か
つ
た
。
魚
汁
の
為
に
殊
更
ま
づ
か
つ
た
。
大
い
に
益
す
る
所
あ
り
。
ヒ
シ
ヤ
ク
一
個
し
か
な

か
つ
た
。
も
う
一
個
そ
な
へ
て
い
た
ゞ
い
た
ら
都
合
よ
い
と
思
い
ま
す
。〔
魚
汁
の
魚
種
は
「
か
れ
」
。
〕 

来
客
：
萩
野
来
客
二
名 

当
番
者
：
柴
田
敏
夫
、
長
谷
部
、
堀
川 

検
印
：
須
藤 

 3

月7

日 

月 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
僕
、
足
が
痛
い
為
に
相
沢
君
に
代
理
を
し
て
貰
つ
た
の
で
本
日
の
当
番
の
事
は
わ
か
ら
な
か

つ
た
。
自
分
と
し
て
は
本
日
一
日
で
あ
る
か
ら
炊
事
を
し
た
い
か
つ
た
が
、
足
の
為
に
す
る
事
が
出

来
な
か
つ
た
。 

所
感
希
望
：
〔
赤
色
〕
沢
庵
ノ
メ
方
ト
本
数
ヲ
記
入
ス
ル
事
。 
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来
客
：
萩
野
よ
り
来
客
二
名
朝
食 

当
番
者
：
長
谷
部
、
堀
川
、
相
田 

検
印
：
須
藤 

 

三
月
八
日 

火 

朝4
5

人
、
昼4

7

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
御
飯
が
思
つ
た
よ
り
よ
く
出
来
た
の
で
非
常
に
愉
快
だ
つ
た
。 

来
客
：
五
十
嵐
晴
峯
先
生
、
昼
飯 

当
番
者
：
相
田
、
三
浦
、
堀
川 

検
印
：
須
藤 

 

三
月
九
日 

水 

朝
三
十
一
人
、
昼3

5

人
、
晩3

七 

所
感
：
自
分
が
今
日
の
朝
御
飯
が
一
人
前
た
り
な
い
と
三
浦
君
に
い
は
れ
た
時
、
実
に
驚
た
が
、
一

人
前
余
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
か
つ
た
。 

所
感
希
望
：
今
日
ま
で
三
日
間
炊
事
致
し
、
内
御
飯
の
水
を
見
る
事
が
一
番
大
切
で
あ
る
事
よ
く
感

じ
ま
し
た
。 

来
客
：
安
斉
先
生
、
船
越
先
生 

当
番
者
：
相
田
栄
助
、
三
浦
又
男
、
奥
山
信
儀 

検
印
：
須
藤 

 3

月1
0

日 

木 

朝4
7

人
、
昼4

7

人
、
晩4

7

人 

来
客
：
ナ
シ 

当
番
者
：
三
浦
、
奥
山
、
佐
藤 

検
印
：
須
藤 

 3

月1
1

日 

金 

朝4
7

人
、
昼4

7

人
、
晩4

8

人 

所
感
：
炊
事
当
番
に
あ
た
り
ま
し
た
か
ら
朝
五
時
の
点
呼
終
へ
る
と
直
ぐ
仕
事
に
着
手
し
た
関
係
上
、

割
合
に
早
く
出
来
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
最
後
に
沢
庵
漬
が
な
く
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
、
一
寸
困
つ

て
あ
つ
た
。
直
ぐ
須
藤
君
に
き
い
た
ら
三
重
県
鈴
鹿
郡
森
谷
壮
吾
様
よ
り
頂
戴
し
た
の
を
食
べ
る
こ

と
に
し
よ
う
と
い
ふ
こ
と
で
し
た
。
御
蔭
で
三
重
県
の
沢
庵
漬
を
食
べ
る
こ
と
が
出
来
た
。
非
常
に

美
味
し
か
つ
た
。 
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所
感
希
望
：
今
日
の
料
理
は
可
成
順
調
に
然
も
美
味
し
く
出
来
、
本
当
に
愉
快
だ
つ
た
。
殊
に
私
の

良
心
は
満
足
し
た
。
今
後
一
層
経
済
方
面
を
考
慮
し
努
力
実
践
躬
行
い
た
す
所
存
で
す
（
終
り
）
。 

来
客
：
須
藤
久
治
（
須
藤
君
の
兄
さ
ん
） 

当
番
者
：
奥
山
信
義
、
佐
藤
廣
弥
、
相
澤
知
二 

検
印
：
須
藤 

 3

月1
2

日 

土 

朝4
6

人
、
昼4

3
人
、
晩4

6

人 

所
感
：
僕
は
第
二
回
目
ノ
炊
事
よ
り
は
大
い
に
研
究
し
や
う
と
思
て
全
力
ヲ
尽
し
て
や
つ
て
見
た
が

自
分
の
思
て
居
つ
た
程
も
出
来
ず
、
三
日
間
終
了
し
ま
つ
〔
し
〕
た
が
、
第
一
回
目
よ
り
は
少
し
は

得
る
所
が
あ
つ
た
。
又
こ
れ
か
ら
も
大
い
に
自
重
し
て
研
究
致
す
覚
悟
で
あ
る
。 

所
感
希
望
：
ナ
シ 

来
客
：
須
藤
君
ノ
兄
さ
ん
、
高
橋
先
生
③
、
講
習
所
ノ
先
輩
二
人 

当
番
者
：
佐
藤
廣
弥
、
相
澤
知
二
君
、
舟
山
正
悦
君 

検
印
：
須
藤 

 3

月1
3

日 

日 

朝4
3

人
、
昼3

6

人
、
晩4

1

人 

所
感
：
炊
事
第
二
回
と
拝
名
〔
命
〕
せ
し
よ
り
三
日
、
諸
先
輩
の
指
導
に
依
り
前
回
よ
り
は
幾
分
多

く
体
験
を
得
た
。
ま
づ
御
飯
な
ら
あ
の
鍋
、
あ
の
場
、
あ
の
位
の
量
な
ら
ど
う
に
か
出
来
る
様
に
な

つ
た
。
又
汁
の
諸
物
を
煮
る
順
序
等
を
よ
ほ
ど
考
へ
た
が
ま
だ
充
分
で
な
か
つ
た
。
最
後
に
残
念
だ

つ
た
の
は
野
菜
の
切
り
方
を
修
了
出
来
ぬ
事
で
す
。 

所
感
希
望
：
一
、
汁
の
煮
る
順
序
。
一
、
野
菜
一
般
の
切
る
型
。
以
上
一
通
全
部
の
人
に
御
指
導
を

願
ひ
ま
す
。
以
上 

来
客
：
朝
、
萩
野
三
名
、
他
四
名
。
昼
、
〃
、
〃
。
夕
、
〃
、
他
四
名
。 

当
番
者
：
舟
山
正
悦
、
清
野
本
、
相
沢
知
二 

検
印
：
須
藤 

 3

月1
4

日 

月 

朝5
1

人
、
昼4

4

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
今
日
こ
そ
四
十
五
名
と
云
ふ
大
数
の
人
の
生
命
を
頂
つ
て
お
る
所
の
非
常
に
責
任
有
る
任
務

で
有
つ
た
。
た
ゞ
無
意
識
に
切
り
細
ざ
い
て
煮
る
だ
け
が
炊
事
当
番
仕
事
で
な
く
、
其
の
一
つ
一
つ

の
料
理
の
方
法
に
依
り
て
お
い
し
く
も
な
り
、
又
ま
づ
く
も
な
る
の
で
有
る
か
ら
、
な
ん
と
な
く
御
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面
白
く
な
る
と
同
事
に
少
し
お
そ
ろ
し
い
様
な
感
に
う
た
れ
た
。
そ
こ
で
ベ
ス
ト
を
尽
し
て
よ
く
研

究
し
て
や
つ
た
。 

自
発
的
に
研
究
し
て
や
つ
た
な
ら
、
そ
の
暁
に
は
非
常
に
得
る
所
が
出
て
来
る
の
で
有
る
と
思
ふ
け

れ
ど
、
仲
々
思
ふ
様
に
い
か
な
か
つ
た
。
殊
に
三
日
間
と
云
ふ
短
時
間
の
炊
事
で
有
る
か
ら
、
殊
更

に
自
重
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

〔
「
所
感
」
が
二
つ
の
欄
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
「
所
感
希
望
」
を
書
い
た
紙
が
糊
付
け
し
て

あ
る
〕 

所
感
希
望
：
僕
は
今
日
ま
で
こ
れ
ぞ
炊
事
と
云
ふ
炊
事
は
し
た
事
は
な
く
、
前
回
の
炊
事
に
は
自
治

寮
の
初
め
て
の
炊
事
で
物
の
置
場
所
も
わ
か
ら
ん
、
切
り
方
も
知
ら
ん
、
た
ゞ
恐
怖
心
の
為
め
に
充

分
に
炊
事
と
云
ふ
任
務
は
出
来
ず
、
今
回
の
炊
事
で
初
め
て
米
の
水
加
減
が
わ
か
つ
た
。
又
物
の
煮

方
の
順
序
等
も
初
め
て
経
験
す
る
事
が
出
来
て
、
更
に
こ
ん
ど
は
そ
の
品
物
に
含
有
す
る
料
分
量
等

も
知
り
た
い
と
思
ふ
。
又
炊
事
当
番
を
一
週
間
位
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。
そ
う
す
れ
ば
非
常
に
得
る

所
が
大
に
な
る
で
有
ら
う
。
川
合
君
と
云
ふ
経
験
者
が
加
わ
つ
た
の
で
非
常
に
よ
か
つ
た
。 

来
客
：
朝
萩
野
三
名
、
外
五
名
、
昼
萩
野
三
名
、
夕 

当
番
者
：
舟
山
正
悦
、
清
野
本
、
本
田
総
一 

検
印
：
須
藤 

 3

月1
5

日 

朝4
3

人
、
昼3

6

人
、
晩6

人 

所
感
：〔
全
体
を×

で
消
し
て
あ
る
〕
今
日
ハ
昨
日
来
ノ
費
〔
疲
〕
労
ニ
起
床
ハ
太
鼓
ノ
音
ヲ
聞
ヰ
テ

カ
ラ
ダ
ツ
タ
ノ
デ
、
炊
事
ニ
カ
カ
ツ
タ
ノ
ハ
五
時
半
頃
ダ
ツ
タ
。
日
ガ
伸
ビ
タ
故
カ
随
分
明
ク
ナ
ツ

テ
オ
ツ
テ
、
大
変
遅
レ
タ
様
ナ
感
ジ
ガ
シ
テ
気
ガ
揉
メ
タ
。
併
シ
朝
ノ
礼
拝
終
ル
ト
共
ニ
恰
度
ヨ
ク

出
来
タ
ノ
デ
安
心
シ
タ
。 

所
感
希
望
：
〔
全
体
を×

で
消
し
て
あ
る
〕
今
日
ノ
山
寺
行
キ
ノ
川
原
デ
ノ
飯
ゴ
〔
飯
盒
？
〕
製
産
、

赤
間
先
生
指
揮
ノ
下
ニ
各
自
分
担
ニ
ツ
キ
野
外
炊
事
ヲ
為
ス
。
吾
等 

〔1
9

日
の
欄
に
記
入
す
べ
き
を
間
違
え
て1

5

日
の
欄
に
記
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〕 

 

〔1
6

日
と

1
7

日
は
記
入
な
し
。1

8

日
の
献
立
欄
に
赤
色
で
「
十
六
日
よ
り
十
八
日
朝
ま
で
馬
鈴
薯

一
匁
」
と
あ
る
。
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
〕 

 3

月1
8

日 

金 

朝 

人
、
昼
四
十
二
人
、
晩4

2

人 
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〔
所
感
欄
等
無
記
入
〕 

 

三
月
十
九
日 
土 

朝
四
十
三
人
、
昼
四
十
二
人
、
晩
三
十
人 

所
感
：
今
日
ハ
昨
日
来
ノ
疲
労
ニ
起
床
ハ
太
鼓
ノ
鳴
ル
ノ
モ
知
ラ
ズ
ニ
床
ニ
オ
ツ
タ
。
随
ツ
テ
炊
事

ニ
カ
カ
ツ
タ
ノ
ハ
五
時
半
ナ
ノ
デ
、
日
ガ
伸
ビ
タ
故
カ
随
分
明
ク
ナ
ツ
テ
オ
ツ
タ
ノ
デ
、
大
変
遅
レ

タ
様
ナ
感
ジ
ガ
シ
テ
気
ガ
揉
メ
タ
。
併
シ
朝
ノ
礼
拝
終
ル
ト
共
ニ
出
来
タ
ノ
デ
安
心
シ
タ
。 

所
感
希
望
：
今
日
ノ
山
寺
行
キ
ノ
川
原
デ
ノ
飯
ゴ
製
産
〔
赤
字
で
「
盒
炊
」
と
訂
正
〕
、
赤
間
先
生
指

揮
ノ
下
ニ
各
自
分
担
ニ
ツ
キ
テ
野
外
炊
事
ヲ
為
ス
。
吾
等
ニ
ハ
珍
シ
イ
機
会
ダ
ツ
タ
。
出
来
上
リ
ノ

御
飯
モ
格
別
オ
イ
シ
カ
ツ
タ
。
併
シ
未
ダ
最
初
ノ
経
験
ノ
事
、
コ
レ
ニ
ハ
ポ
ロ
ポ
ロ
ノ
モ
出
来
タ
ノ

ハ
閉
口
ダ
ツ
タ
。
今
度
ハ
今
日
ノ
体
験
ニ
ヨ
リ
立
派
ナ
飯
盒
炊
ス
ル
事
ヲ
得
ラ
レ
様
ト
確
信
ガ
モ
タ

レ
タ
。 

来
客
：
高
橋
先
生 

当
番
者
：
本
田
総
一
、
管
野
栗
太
郎
、
西
山
進 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
0

日 

朝
弐
拾
参
人
、
昼2

1

人
、
晩2

5

人 

所
感
：
朝
炊
事
の
時
お
汁
を
煮
る
量
を
須
藤
さ
ん
に
御
聞
き
ま
し
た
通
り
に
致
さ
ず
、
多
量
に
汁
を

造
り
又
汁
を
多
量
に
余
し
、
誠
に
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
大
い
に
自
重
し
足
ら
な
い
所
は

一
生
懸
命
に
な
つ
て
補
ふ
つ
も
り
で
す
。 

当
番
者
：
管
野
栗
太
郎
、
小
野
憲
、
佐
藤
廣
弥 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
1

日 

月 

朝2
1

人
、
昼2

1

人
、
晩2

6

人 

所
感
：
今
日
の
炊
事
は
又
再
び
冬
来
り
の
感
有
り
て
少
々
困
苦
を
感
じ
た
。
朝
六
時
の
起
床
な
る
故

幾
分
其
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う
。
然
し
同
生
諸
君
等
の
熱
心
な
る
動
作
に
よ
っ
て
着
々
と
し
て
準
備
が
運

ぶ
の
が
気
持
が
善
か
つ
た
。
其
の
上
川
井
君
の
指
導
に
あ
づ
か
り
嬉
し
か
つ
た
。 

所
感
希
望
：
朝
の
ご
は
ん
の
少
々
柔
か
な
る
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、
何
事
も
諸
君
等
の
不
平
の
浮
ば
か
な

つ
た
事
は
全
く
我
々
自
治
講
習
所
で
初
め
て
見
る
現
象
で
あ
ら
う
。 

〔
以
下
赤
色
で
〕
講
習
所
に
の
み
又
初
め
て
見
ら
る
べ
き
も
で
な
い
。
吾
人
の
社
会
生
活
の
本
体
だ
。

本
来
が
そ
う
あ
る
べ
き
だ
。
我
々
は
其
の
理
想
に
向
ひ
、
美
化
の
大
任
に
邁
進
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。〔
赤
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色
は
こ
こ
ま
で
〕 

当
番
者
：
佐
藤
廣
弥
、
森
光
男
、
西
山
進 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
2

日 

火 

朝4
4

人
、
昼4

4

人
、
晩4

5

人 

所
感
希
望
：
ナ
シ 

来
客
：
一
人 

当
番
者
：
森
君
、
金
澤
君
、
佐
藤 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
3

日 

水 

朝4
2

人
、
昼4

2

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
三
回
目
の
当
番
も
今
夜
に
て
終
り
で
あ
る
。
当
番
の
行
ふ
事
は
少
く
も
知
る
事
が
出
来
た
。

し
て
思
ふ
に
最
初
の
当
番
に
比
れ
ば
幼
時
と
青
年
時
を
観
る
が
如
き
事
を
微
か
に
自
確
さ
せ
る
事
が

出
来
た
。
而
し
何
事
も
青
春
の
時
代
に
て
、
他
力
を
貸
又
自
発
的
に
確
固
た
る
研
究
す
る
事
で
あ
る

事
を
知
し
て
、
今
夜
の
炊
事
の
時
程
喜
ば
し
き
心
持
の
し
た
事
が
な
か
つ
た
。
諸
兄
等
の
充
分
な
る

労
働
を
終
し
空
腹
に
て
此
れ
迄
に
な
か
つ
た
御
飯
を
戴
だ
き
ま
し
た
。
あ
の
時
元
気
に
満
ち
満
ち
力

強
い
顔
色
を
見
て
自
ら
の
気
持
は
何
ん
と
も
云
は
れ
ぬ
観
が
あ
つ
た
。
何
事
も
身
心
に
か
み
わ
け
て

感
か
へ
る
時
、
何
ん
と
な
く
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
を
知
つ
た
。 

所
感
希
望
：
料
理
の
所
感
、
何
ん
と
云
つ
て
も
今
後
の
炊
事
で
あ
つ
た
。
今
ま
で
細
ご
ま
し
き
事
、

又
家
に
居
つ
た
事
分
は
炊
事
は
家
内
が
す
る
も
の
ゝ
如
く
思
つ
て
居
つ
た
。
し
て
所
に
入
所
し
た
時
、

生
徒
が
炊
事
を
や
る
と
聞
き
驚
い
た
者
で
あ
つ
た
。
其
れ
は
た
ん
に
恐
怖
心
で
あ
る
事
を
知
る
。
今

夜
の
炊
事
、
飯
の
非
常
な
る
出
来
に
自
分
も
喜
び
諸
兄
等
も
喜
ん
で
食
た
の
も
、
皆
須
藤
君
の
指
導

良
し
き
に
依
る
も
の
と
信
ず
る
。
今
夜
は
す
ば
ら
し
い
炊
事
で
あ
つ
た
。 

来
客
：
朝
一
人 

当
番
者
：
森
光
男
、
金
澤
孫
治
、
大
沼
清
八 

検
印
：
須
藤 

〔
献
立
の
昼
の
欄
に
以
下
の
よ
う
に
赤
色
で
記
入
あ
り
〕
カ
ー
ド
式
献
立
表
が
出
来
ず
徹
底
せ
る
指

導
が
出
来
得
な
の
は
遺
憾
だ
。
其
の
内
折
を
見
て
切
り
方
と
か
野
菜
の
煮
る
準
〔
順
〕
序
に
就
い
て

話
し
た
い
と
思
ふ
の
で
居
る
。 
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三
月
二
十
四
日 

木 

朝
四
五
人
、
昼
四
五
人
、
晩
四
五
人 

所
感
：
呼
嗚
〔
嗚
呼
〕
三
日
間
炊
事
当
番
は
実
に
短
い
も
の
だ
。
今
日
で
自
分
の
任
務
を
果
し
て
何

ん
も
な
く
心
持
が
の
ん
び
り
す
る
様
に
な
つ
た
。
当
番
二
回
目
に
て
入
所
以
来
諸
兄
等
の
御
指
導
に

依
つ
て
満
足
な
る
研
究
心
を
持
つ
様
に
な
つ
た
。
又
当
番
中
リ
ー
ダ
の
人
が
見
ゑ
な
い
の
で
我
々
三

人
は
心
合
致
し
て
失
敗
し
た
ら
と
の
意
気
込
ん
で
愉
快
に
過
し
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
我
々
無
智
な
経
験
の
な
き
者
に
有
り
て
最
も
良
い
方
法
教
て
く
れ
ま
し
た
と
思
つ
て
居

り
ま
す
。
米
の
数
量
も
共
に
水
を
増
加
加
〔
マ
マ
〕
す
る
簡
単
な
る
川
合
君
の
工
夫
に
驚
き
ま
し
た
。

之
れ
を
我
々
は
永
久
に
使
用
し
又
良
き
御
飯
も
出
来
る
様
で
す
。
之
れ
は
永
久
に
必
要
の
通
と
思
ま

す
。 

来
客
：
所
長
先
生 

当
番
者
：
大
沼
清
八
、
金
澤
孫
治
、
庄
司
定
次
郎 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
5

日 

金 

朝4
6

人
、
昼4

6

人
、
晩4

6

人 

所
感
：
僕
は
三
日
の
炊
事
受
持
も
夢
の
様
に
過
ぎ
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
意
義
在
る
三
日
の
中
に
も
何

ん
ら
か
将
来
の
為
め
参
考
に
成
る
事
も
多
か
つ
た
と
思
は
れ
ま
す
。
吾
等
自
治
寮
生
活
の
同
志
四
十

余
名
諸
兄
の
生
命
の
第
一
線
に
立
つ
僕
等
炊
事
係
り
は
、
最
も
重
大
な
る
責
任
の
あ
る
事
を
知
つ
た
。

今
年
も
陽
気
は
地
上
に
み
な
き
つ
て
居
る
。
朝
の
寒
風
を
突
く
小
鳥
の
群
は
、
何
処
と
な
く
大
空
の

彼
方
へ
消
へ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
僕
は
炊
事
場
の
窓
よ
り
青
春
た
る
事
を
深
く
教
へ
ら
れ
た
か
の

様
に
、
小
鳥
の
行
方
を
み
つ
め
た
が
、
炊
事
の
一
端
を
書
く
。 

来
客
：
無
シ 

当
番
者
：
大
沼
清
八
、
庄
司
定
次
郎
、
黒
田
五
郎 

検
印
：
須
藤 

  3

月2
6

日 

土 

朝4
6

人
、
昼4

7

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
二
回
目
の
当
番
も
今
日
に
も
過
ぎ
去
る
の
で
あ
る
。
呼
嗚
〔
嗚
呼
〕
大
事
業
の
過
去
を
反
省

す
る
に
考
さ
せ
ら
れ
る
事
多
事
な
り
。
此
の
度
の
炊
事
は
勝
手
が
解
か
り
気
持
よ
く
働
く
事
が
出
来
、

何
と
な
く
愉
快
で
し
た
。
然
し
諸
君
等
は
不
満
の
点
も
あ
つ
た
事
で
せ
う
。 

所
感
希
望
：
味
噌
は
三
界
（
海
）
の
珍
味
で
あ
る
。
曰
く
、
大
豆
は
畑
よ
り
、
米
は
田
よ
り
、
塩
は
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海
よ
り
。
我
等
は
農
村
の
味
の
元
な
り
。
愛
用
専
一
。 

来
客
：
高
橋
先
生 

当
番
者
：
庄
司
定
治
郎
、
黒
田
五
郎
、
小
野
功 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
7

日 

日 

朝3
9

人
、
昼3

0

人
、
晩3

6

人 

来
客
：
鈴
木
伍
長 

当
番
者
：
黒
田
五
郎
、
小
野
功
、
古
川
森
弥 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
8

日 

月 

朝4
3

人
、
昼4

3

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
私
し
の
三
回
目
の
炊
事
当
番
も
此
処
に
終
り
を
告
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
回
目
と
反
省

比
較
し
て
見
る
に
大
差
あ
る
今
回
の
炊
事
に
於
て
は
、
炊
事
の
順
序
も
大
半
に
わ
か
る
様
に
な
り
ま

し
て
、
炊
事
当
番
も
面
白
さ
を
覚
え
感
ず
る
。
飯
の
炊
き
方
も
良
く
出
来
る
程
に
な
り
ま
し
て
時
間

早
や
び
く
事
に
な
り
、
私
し
炊
事
当
番
人
と
し
て
の
御
汁
の
ア
ン
バ
イ
見
る
時
の
お
汁
が
、
お
い
し

く
喰
べ
ら
れ
る
。
こ
の
ア
ン
バ
イ
見
る
事
は
当
番
人
の
皆
な
や
る
事
と
思
は
れ
ま
す
。
う
ま
く
飯
や

お
汁
の
出
来
た
時
は
皆
な
を
喜
し
時
で
せ
う
。
終
り 

来
客
：
赤
間
教
官 

当
番
者
：
小
野
功
、
古
川
森
弥
、
佐
藤
良
治 

検
印
：
須
藤 

 3

月2
9

日 

火 

朝4
3

人
、
昼4

3

人
、
晩4

3

人 

所
感
：
自
分
は
今
度
二
回
目
の
当
番
な
る
故
、
全
努
力
を
以
て
働
き
又
研
究
し
様
と
思
ひ
ま
し
た
。

果
し
て
ど
う
だ
か
分
ら
な
い
が
、
自
分
と
し
て
や
つ
た
積
り
だ
。
調
理
の
方
も
大
切
だ
が
、
清
潔
も

第
一
と
思
ひ
掃
除
を
し
清
潔
に
し
た
。 

所
感
希
望
：
今
夕
飯
の
コ
ロ
ツ
ケ
、
一
人
前
わ
ず
か
五
銭
に
て
か
ゝ
る
美
味
な
る
も
の
出
来
る
…
…

に
驚
く
。
吾
々
は
研
究
心
を
以
て
色
々
調
理
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
滋
養
分
あ
る
こ
と
、
美
味
な

る
許
に
。 

当
番
者
：
古
川
森
弥
、
佐
藤
良
治
、
小
野
憲 

検
印
：
須
藤 
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 3

月3
0

日 

水 

朝4
3

人
、
昼4

3

人
、
晩5

5

人 

所
感
：
僕
は
初
め
て
の
炊
事
で
あ
り
ま
す
。
何
か
ら
何
を
行
な
ふ
と
云
ふ
事
も
分
ら
な
い
故
に
唯
だ

気
を
苦
に
し
て
居
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
出
来
る
だ
け
や
ら
う
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
他
の
人
々
の

親
切
に
深
く
感
じ
て
居
り
ま
す
。 

来
客
：
平
康
移
住
者
拾
名 

当
番
者
：
佐
藤
良
次
、
小
野
憲
、
佐
藤
賢
三 

検
印
：
須
藤 

 3

月3
1

日 

木 

朝4
3

人
、
昼4

3

人
、
晩4

3
人 

所
感
：
二
回
目
の
炊
事
を
終
つ
た
。
第
一
回
よ
り
も
大
分
な
れ
て
居
つ
た
の
で
す
い
す
い
と
運
び
得

た
事
を
嬉
こ
ん
で
ゐ
る
。
し
か
し
自
分
は
よ
り
以
上
良
き
結
果
を
得
ん
が
た
め
、
よ
り
科
学
的
に
よ

り
合
理
的
に
よ
り
研
究
的
に
炊
事
、
否
営
養
化
学
を
研
究
し
た
い
と
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。 

所
感
希
望
：
献
立
に
里
芋
と
あ
つ
た
が
馬
鈴
薯
を
用
ひ
た
〔
夕
食
の
汁
物
で
あ
る
〕
。
之
は
安
価
で
し

か
も
営
養
価
の
方
か
ら
言
つ
て
も
適
当
な
も
の
と
思
ふ
。
白
菜
、
か
ん
ら
ん
、
大
根
等
い
つ
で
も
に

て
だ
け
食
す
る
。
し
か
し
時
に
は
つ
け
た
り
或
は
生
食
す
る
事
も
必
要
か
と
考
へ
ま
す
。
も
う
一
つ
、

す
べ
て
炊
事
室
の
物
品
は
清
潔
に
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
事
で
す
。
そ
し
て
大
切
に
と
り
あ
つ
か
つ
て

い
た
ゞ
き
た
い
事
で
す
。
か
う
し
た
小
さ
い
事
を
完
全
に
遂
行
す
る
、
即
ち
小
物
を
も
愛
し
む
と
い

ふ
事
が
惟
神
の
第
二
項
等
に
あ
て
は
ま
る
物
考
へ
ま
す
。
終
り 

 4

月1

日 

月 

朝4
2

人
、
昼4

3

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
今
迄
何
廻
か
炊
事
を
や
つ
た
が
、
今
年
の
第
三
回
目
で
は
□
□
〔
風
引
？
〕
程
し
て
充
分
や

れ
な
か
つ
た
の
が
残
念
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
充
分
な
ら
ぬ
者
は
、
三
日
も
し
て
お
れ
は
何
ん
と
な
く

お
面
白
味
と
い
を
ふ
か
、
き
よ
う
み
が
で
て
く
る
。
俺
ば
か
り
で
な
い
と
思
ふ
が
。 

所
感
希
望
：
御
飯
は
火
を
入
れ
て
か
ら
三
十
余
、
火
を
引
い
て
か
ら
一
時
間
一
寸
□
け
る
位
の
時
間

を
要
す
る
。
や
は
り
沢
庵
ば
か
り
で
は
時
に
生
食
も
悪
く
は
な
い
と
思
ふ
。
昨
日
よ
り
実
行
す
べ
し
。 

来
客
：
無
し 

当
番
者
：
佐
藤
（
賢
三
）
、
佐
藤
正
俊
、
須
貝
君 

検
印
：
須
藤 
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4
月2
日 

土 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩3

5

人 

所
感
：
何
し
ろ
初
め
て
の
炊
事
で
あ
る
か
ら
勝
手
が
分
か
ら
な
く
て
充
分
や
れ
な
か
つ
た
の
が
残
念

で
あ
る
。
な
れ
も
の
か
手
を
切
つ
て
し
ま
つ
た
。 

所
感
希
望
：
今
後
薯
パ
ン
の
時
は
今
少
し
分
量
多
く
し
て
与
へ
る
様
に
し
て
も
ら
い
た
い
。 

来
客
：
高
橋
先
生 

当
番
者
：
佐
藤
（
正
）
、
須
貝
君
、
本
田
君 

検
印
：
須
藤 

 4

月3

日 

日 

朝3
0

人
、
昼2

7

人
、
晩3

1
人 

所
感
：
炊
事
と
云
ふ
物
は
女
し
か
い
ら
な
い
物
と
今
迄
で
は
思
ひ
居
り
し
に
、
自
分
は
仕
て
見
る
と

面
白
味
も
あ
り
、
唯
初
会
〔
回
〕
な
る
故
充
分
な
る
事
は
出
来
な
か
つ
た
。 

所
感
希
望
：
ナ
シ 

来
客
：
高
橋
先
生 

当
番
者
：
佐
藤
條
助
、
菅
野
栗
太
郎
、
古
川
健
造 

検
印
：
須
藤 

 4

月4

日 

月 

朝4
1

人
、
昼4

4

人
、
晩4

5

人 

所
感
希
望
：
時
に
は
御
飯
や
御
汁
が
冷
め
る
様
な
場
合
も
あ
る
が
、
出
来
る
だ
け
温
た
か
い
中
に
皆

が
食
べ
る
事
が
出
来
る
様
に
し
た
い
と
思
ふ
。
豆
腐
の
様
な
の
は
あ
ま
り
煮
る
と
旨
く
な
く
成
る
か

ら
食
器
に
分
配
す
る
。
丁
度
前
頃
に
釜
に
入
れ
る
と
よ
い
と
思
ふ
。
沢
庵
も
お
い
し
い
で
す
が
、
時

に
は
新
鮮
な
青
菜
と
か
何
か
変
化
あ
る
方
が
よ
い
と
思
ふ
。
ジ
ヤ
ガ
薯
パ
ン
は
も
う
少
し
お
い
し
く

食
べ
た
け
が
あ
る
や
う
に
研
究
し
た
い
。 

来
客
：
夕
、
萩
野
村
移
住
者
一
名 

当
番
者
：
菅
野
君
、
古
川
君
、
須
貝 

検
印
：
須
藤 

 4

月5

日 

火 

朝4
5

人
、
昼4

6

人
、
晩4

6

人 

所
感
：
団
体
の
炊
事
は
初
め
て
な
の
で
愉
快
と
心
配
と
が
入
り
乱
れ
て
、
さ
な
が
ら
修
羅
の
巷
で
あ

り
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
私
は
万
〔
満
〕
足
で
す
。
先
生
に
、
も
少
し
早
く
食
堂
に
来
て
戴
き
た
い
も
の
で
す
。
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み
な
さ
ん
に
き
の
ど
く
で
す
か
ら
。 

来
客
：
朝
萩
野
移
住
者
一
名 

当
番
者
：
長
谷
部
君
、
須
貝
君
、
古
川
（
建
） 

検
印
：
須
藤 

 4

月6

日 

水 

朝4
7

人
、
昼4

6

人
、
晩4

7

人 

所
感
：
今
回
の
炊
事
は
割
合
に
良
く
い
つ
た
と
思
ふ
。
朝
の
飯
の
で
き
は
や
わ
ら
か
で
は
な
い
か
と

思
つ
て
あ
つ
た
が
、
後
に
見
る
と
割
合
で
な
か
つ
た
。
又
麦
を
多
く
入
た
の
で
水
の
入
方
が
わ
か
ら

な
か
つ
た
。
〔
米
五
升
に
麦
三
升
五
合
で
あ
る
。
〕 

来
客
：
高
橋
先
生
（
朝
食
） 

当
番
者
：
金
沢
嘉
代
治
、
古
瀬
吉
蔵
、
長
谷
部
十
右
エ
門 

検
印
：
須
藤 

 

四
月
七
日 

木 

朝4
7

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
自
分
は
入
所
以
来
第
二
回
目
の
炊
事
当
番
に
な
り
第
一
回
の
時
は
満
足
に
出
来
な
か
つ
た
が

今
度
こ
そ
は
と
思
つ
て
一
生
懸
命
に
行
つ
た
が
充
分
任
務
を
果
さ
な
か
つ
た
の
は
残
念
で
あ
つ
た
。 

所
感
希
望
：
飯
炊
や
汁
の
方
が
満
足
に
出
来
ま
し
た
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
今
夜
の
さ
ゝ
げ
汁
が
少
し

美
味
し
く
な
か
つ
た
。 

来
客
：
高
橋
榮
一
先
生
、
西
垣
先
生 

当
番
者
：
管
野
章
、
古
瀬
吉
蔵
、
金
沢
嘉
代
治 

検
印
：
須
藤 

 4

月8

日 

金 

朝4
7

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
今
日
の
朝
は
実
に
心
配
し
た
。
米
の
量
を
ま
ち
が
ゑ
て
半
分
の
米
で
し
た
。
然
し
川
合
君
樋

口
君
の
為
に
立
派
な
飯
と
な
っ
た
。
僕
も
安
心
致
し
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
昼
に
な
る
と
多
く
の
同
胞
は
口
々
に
薯
パ
ン
薯
パ
ン
と
叫
ぶ
声
は
自
治
寮
に
一
ぱ
い
漲

り
、
我
等
炊
事
一
同
は
悲
憤
の
涙
に
く
れ
ま
し
た
。
〔
以
下
赤
色
〕
け
ち
な
涙
に
く
れ
る
必
要
な
し
。

今
満
洲
に
立
つ
勇
士
を
思
ひ
、
苦
難
と
戦
ひ
に
終
始
せ
る
同
胞
を
思
へ
ば
。
〔
赤
色
は
こ
こ
ま
で
〕 

来
客
：
高
橋
栄
一
様
朝
食
、
十
六
期
卒
業
生
御
一
人 

当
番
者
：
管
野
章
、
舟
山
正
悦
、
古
瀬
吉
蔵 
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検
印
：
須
藤 

 

四
月
九
日 
土 

朝4
7

人
、
昼4

7

人
、
晩3

5

人 

所
感
：
僕
は
三
回
目
の
炊
事
当
番
、
早
く
も
今
日
は
炊
事
軍
曹
に
追
進
致
し
全
責
任
を
も
つ
て
料
理

に
従
事
致
し
ま
し
た
。
何
事
も
人
に
た
よ
ら
ず
自
己
自
身
に
て
研
究
す
る
必
要
を
少
な
か
ら
ず
感
じ
、

亦
自
己
が
今
日
一
日
の
炊
事
を
重
分
〔
十
分
〕
に
お
い
し
く
致
す
所
に
数
十
名
を
心
か
ら
喜
ば
し
、

愉
快
に
一
日
を
送
ら
せ
る
べ
き
を
感
事
ま
し
た
。 

所
感
希
望
：
数
回
の
馬
鈴
薯
ぱ
ん
制
〔
製
〕
法
の
時
に
は
先
生
な
る
河
井
君
ば
か
り
作
ら
な
い
で
、

其
の
時
の
炊
事
当
番
に
も
行
は
せ
研
究
さ
せ
て
下
さ
る
要
〔
よ
う
〕
致
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

来
客
：
高
橋
先
生
、
高
橋
一
笑
会
長 

当
番
者
：
菅
運
五
郎
、
舟
山
正
悦
、
菅
野
章 

検
印
：
須
藤 

 4

月1
0

日 

日 

朝3
7

人
、
昼3

5

人
、
晩3

7

人 

所
感
：
炊
事
当
番
も
次
第
に
日
月
を
重
ぬ
る
に
従
つ
て
何
ん
だ
か
心
配
事
が
少
く
な
つ
て
来
た
と
同

事
〔
時
〕
に
自
己
の
思
ふ
が
ま
ゝ
に
な
つ
て
来
た
。
そ
〔
の
〕
他
の
感
想
は
前
と
同
じ
で
有
り
ま
す
。

以
上 

所
感
希
望
：
バ
ケ
ツ
破
損
に
付
き
二
個
位
買
つ
て
下
さ
い
。
タ
ワ
シ
モ
有
り
ま
せ
ん
。 

来
客
：
朝
昼
ナ
シ
、
夕
食
先
輩
一
名 

当
番
者
：
菅
運
五
郎
君
、
小
野
憲
君
、
舟
山
正
悦 

検
印
：
須
藤 

 4

月1
1

日 

月 

朝4
5

人
、
昼4

5

人
、
晩4

7

人 

当
番
者
：
菅
運
五
郎
、
小
野
憲
、
清
野
本 

検
印
：
須
藤 

 4

月1
2

日 

火 

朝4
6

人
、
昼4

5

人
、
晩4

5

人 

所
感
：
三
回
目
の
炊
事
、
三
日
目
を
終
る
。
春
雨
が
し
と
し
と
と
振
り
そ
ゝ
ぐ
。
も
つ
と
研
究
的
に

や
り
た
い
。
た
ゞ
天
晴
れ
の
気
分
で
す
べ
て
の
事
を
成
し
と
げ
た
い
。 

所
感
希
望
：
各
自
の
食
器
ハ
部
屋
に
持
つ
て
行
つ
た
な
ら
ば
、
必
ず
自
分
の
机
の
所
に
持
ち
か
え
つ



2015-14 炊事日誌：昭和 7（1932）年 1 月 20 日～12 月 24 日  29 / 41 

 

 

て
も
ら
ひ
た
い
事
で
す
。
さ
う
で
な
い
と
炊
事
の
方
で
困
り
ま
す
か
ら
。 

 
 

 
×

 

今
晩
つ
め
た
い
飯
汁
を
あ
げ
た
事
お
詫
び
申
上
げ
ま
す
。
今
後
は
常
に
温
い
で
温
い
物
を
あ
げ
る
様

に
致
し
ま
す
。 

来
客
：
兵
隊
さ
ん
一
人
（
朝
）
、
五
十
嵐
（
晴
）
先
生
（
昼
） 

当
番
者
：
小
野
、
清
野
、
三
浦 

検
印
：
須
藤 

 4

月1
3

日 

水 

朝4
5

人
、
昼6

2

人
、
晩4

4

人 

所
感
：
朝
の
よ
び
り
ん
で
目
を
さ
ま
す
。
思
え
ば
三
日
目
の
炊
事
だ
。
も
つ
く
り
起
き
て
禊
を
し
て

炊
事
場
に
と
び
込
ん
だ
。
間
も
無
く
三
浦
安
食
両
君
も
集
ま
り
、
一
心
に
成
つ
て
働
つ
て
来
れ
。
朝

は
川
合
君
、
夜
は
茂
木
君
の
両
君
は
一
心
に
成
つ
て
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
炊
事
当
番
も
完
全
に
遂

行
し
た
事
、
此
の
上
無
き
よ
ろ
こ
び
で
あ
つ
た
。 

所
感
希
望
：
各
自
の
室
に
持
つ
て
行
く
の
が
、
余
り
に
ハ
シ
は
無
く
な
つ
て
居
り
ま
す
。
炊
事
場
よ

り
持
つ
て
行
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
物
で
す
。
炊
事
の
方
で
困
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
御

願
ひ
致
し
ま
す
。 

来
客
：
舟
越
先
生 

当
番
者
：
三
浦
、
安
食
、
清
野
本 

検
印
：
茂
木 

 4

月1
4

日 

木 

朝5
1

人
、
昼4

9

人
、
晩5
0

人 

所
感
：
三
回
目
の
炊
事
三
日
も
終
る
。
此
の
日
は
天
気
が
良
く
気
持
の
良
き
日
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に

料
理
が
良
く
出
来
た
為
に
皆
ん
な
に
自
分
乍
ら
満
足
を
あ
た
へ
た
と
思
ふ
。 

所
感
希
望
：
皆
ん
な
に
料
理
す
る
に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
丁
寧
に
見
て
も
見
に
く
く
な
い
様
に
奇

麗
に
し
て
、
色
々
汁
味
〔
実
〕
を
切
る
に
も
良
く
落
つ
い
て
切
つ
て
下
さ
い
。 

来
客
：
高
橋
先
生 

当
番
者
：
三
浦
、
水
沼
、
安
食 

検
印
：
須
藤 

 

四
月
十
五
日 

金 

朝4
9

人
、
昼4

9

人
、
晩5

0

人 
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所
感
：
晩
の
炊
事
で
う
ま
く
な
い
め
し
を
た
い
て
皆
に
失
敬
し
た
と
思
ひ
ま
す
。
し
か
し
皆
だ
ま
つ

て
食
べ
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
感
謝
致
し
ま
す
。 

来
客
：
石
井
兄 

当
番
者
：
水
沼
保
、
安
食
喜
一
、
奥
山
正
一 

検
印
：
須
藤 

 

四
月
十
六
日 

土 

朝5
0

人
、
昼4

9

人
、
晩3

9

人 

来
客
：
高
橋
先
生
② 

当
番
者
：
奥
山
正
一
、
水
沼
保
、
柴
田
敏
夫 

検
印
：
須
藤 

 

四
月
十
七
日 

日 

朝3
8

人
、
昼3

7

人
、
晩4

0

人 

所
感
：
「
其
の
物
を
知
る
」
、
御
飯
を
た
く
と
き
釜
の
性
質
に
よ
り
色
々
と
加
減
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

若
し
加
減
し
な
か
つ
た
な
ら
ば
美
味
い
御
飯
は
戴
け
な
い
。
加
減
し
〔
す
〕
る
に
は
其
の
物
の
性
質

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
を
す
る
に
も
他
百
事
皆
其
の
物
を
知
つ
て
始
め
て
上
手
に
出
来

る
と
思
ふ
。
そ
し
て
そ
れ
は
経
験
に
よ
つ
て
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
三
日
間
の
始
め
て
の
炊
事
に
特

に
感
じ
た
。
（
夕
食
の
炊
事
よ
り
お
汁
の
釜
を
新
し
い
の
と
取
換
へ
る
）
。
新
入
者
に
は
懇
切
叮
嚀
に

の
実
行
を
私
が
実
際
に
う
け
た
の
は
気
持
良
か
つ
た
。 

来
客
：
高
橋
先
生
③ 

当
番
者
：
柴
田
敏
夫
、
奥
山
正
一
、
西
田
貞
典 

検
印
：
須
藤 

 4

月1
8

日 

月 

朝5
0

人
、
昼4

7

人
、
晩5

2

人 

所
感
：
三
度
目
の
炊
事
、
自
治
寮
に
お
け
る
最
後
の
炊
事
当
番
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
私
と
し
て
は

何
時
も
の
当
番
よ
り
は
一
層
出
来
る
限
り
心
を
こ
め
て
や
つ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
果
し
て

み
ん
な
の
満
足
を
得
た
で
あ
ら
う
か
？ 

夕
食
は
身
体
の
悪
い
人
達
に
そ
の
身
体
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
又
寒
い
所
を
や
つ
て
い
た
ゞ
き
ま
し
て
、

有
り
難
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
赤
間
先
生
の
教
練
、
射
的
場
で
や
つ
た
為
）
。 

所
感
希
望
：
私
の
炊
事
の
知
識
は
も
の
に
な
る
か
な
ら
ん
か
の
境
目
に
あ
り
ま
す
。
一
人
で
と
に
か

く
炊
事
を
す
る
事
が
出
来
る
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ん
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。
家
に
帰
つ
て
も
其
の
方
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面
に
心
を
と
め
て
来
や
う
と
思
ひ
ま
す
。 

炊
事
場
の
た
な
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
今
朝
思
つ
て
居
た
の
で
し
た
。
夕
食
に
来
て
見
た
ら
、
き
れ

い
に
掃
除
さ
れ
て
居
ま
し
た
。
誰
が
し
て
下
さ
つ
た
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
有
り
難
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

来
客
：
高
橋
先
生
…
二
、
所
長
先
生 

当
番
者
：
柴
田
敏
夫
、
庄
司
定
治
郎
、
西
田
貞
典 

検
印
：
須
藤 

 4

月1
9

日 

火 

朝5
0

人
、
昼5

1

人
、
晩4

8

人 

所
感
：
朝
の
御
飯
は
大
変
固
く
な
り
ま
し
て
こ
ま
り
ま
し
た
。
幸
に
熟
知
者
茂
木
さ
ん
来
て
下
さ
れ

幸
に
米
よ
り
は
軟
か
く
本
当
の
御
飯
は
出
来
ま
し
た
。
其
の
瞬
間
（
老
い
た
る
者
に
従
へ
）
の
言
葉

は
一
層
身
に
し
み
ま
し
た
。 

来
客
：
高
橋
先
生
…
朝
昼
夕
、
五
十
嵐
先
生
…
昼
食 

当
番
者
：
西
田
貞
典
、
黒
田
五
郎
、
庄
司
定
次
郎 

検
印
：
須
藤 

 4

月2
0

日 

水 

朝4
8

人
、
昼5

1

人
、
晩5

0

人 

所
感
希
望
：
す
る
こ
〔
し
る
こ
〕
の
砂
糖
が
少
い
様
で
し
た
。
然
し
美
味
で
し
た
。 

来
客
：
高
橋
先
生
、
船
越
先
生 

当
番
者
：
庄
司
定
治
郎
、
黒
田
五
郎
、
武
田
元
衛 

検
印
：
須
藤 

 

四
月
廿
一
日 

木 

朝5
0

人
、
昼5
0

人
、
晩5

0

人 

所
感
：
自
分
は
今
夕
迄
で
三
回
目
又
三
日
目
の
内
で
一
日
目
に
水
の
少
し
不
足
に
て
、
朝
夕
共
に
不

出
来
だ
つ
た
の
で
皆
ん
な
に
対
し
て
も
申
訳
な
か
つ
た
。
其
の
後
色
々
と
経
験
の
有
る
方
に
開
い
て

三
日
目
は
上
出
来
だ
つ
た
の
で
本
当
に
嬉
し
か
つ
た
。 

来
客
：
高
橋
先
生
、
三
食 

当
番
者
：
黒
田
五
郎
、
犬
飼
訪
吉
、
武
田
元
衛 

検
印
：
須
藤 
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4
月2

2

日 

金 

朝5
0

人
、
昼5

0

人
、
晩6

0

人 

〔
パ
ン
と
バ
タ
ー
、
パ
ン
と
ジ
ャ
ム
、
薯
パ
ン
等
、
簡
単
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
昼
食
で

あ
る
が
、
こ
の
日
は
「
甘
藷
パ
ン
」
と
し
て
詳
し
い
材
料
名
、
甘
藷
、
ラ
イ
麦
粉
、
大
豆
、
赤
砂
糖
、

卵
、
塩
、
重
曹
が
書
か
れ
て
い
る
。
〕 

所
感
：
た
べ
る
事
が
忘
れ
な
い
が
炊
事
当
番
と
云
ふ
分
担
が
忘
れ
た
位
で
あ
つ
た
。
振
返
つ
て
見
る

に
皆
ん
な
が
三
回
目
も
や
つ
て
お
る
に
自
分
は
入
所
直
後
一
回
、
前
回
と
今
回
と
は
気
候
の
関
係
及

び
米
の
関
係
で
水
量
の
程
度
わ
か
ら
ず
思
わ
し
く
行
か
ず
残
念
で
あ
つ
た
。
皆
な
に
申
訳
な
く
イ
タ

ク
思
つ
た
。 

所
感
希
望
：
米
「
ト
ギ
」
丁
寧
に
や
ら
れ
る
事
を
希
望
し
ま
す
。 

来
客
：
高
橋
先
生
（
三
食
）
、
所
長
先
生
（
夜
）
、
安
斉
先
生
、
五
十
嵐
先
生
、
船
越
先
生
（
共
に
夜
） 

当
番
者
：
武
田
、
犬
養
、
西
山 

検
印
：
須
藤 

 4

月2
3

日 

土 

朝5
0

人
、
昼4

6

人
、
晩4

2

人 

所
感
：
自
分
は
今
回
で
二
度
目
の
炊
事
当
番
だ
が
、
ま
だ
自
分
一
人
の
み
で
炊
事
す
る
ま
で
は
行
か

な
い
。
し
か
し
少
な
か
ら
ず
得
る
所
あ
つ
た
事
を
喜
こ
ん
で
居
り
ま
す
。
そ
し
て
此
の
次
か
ら
は
自

分
一
人
で
も
行
は
れ
る
様
な
気
が
し
ま
す
。 

来
客
：
菅
君
の
父
さ
ん
、
他
一
人
（
指
名
不
名
〔
明
〕
） 

当
番
者
：
犬
飼
、
西
山
、
菅
井 

検
印
：
須
藤 

 4

月2
4

日 

日 

朝4
0

人
、
昼3

9

人
、
晩 

人 

所
感
：
実
に
今
日
は
忙
し
か
つ
た
。
そ
し
て
最
後
の
日
だ
。
そ
し
て
同
僚
の
手
伝
は
う
れ
し
か
つ
た
。 

所
感
希
望
：
誠
に
お
そ
れ
ゐ
る
が
諸
先
生
方
の
食
事
時
の
も
つ
と
速
く
集
ら
れ
る
事
希
望
致
し
ま
す
。

異
に
農
場
等
は
そ
れ
以
上
に
空
腹
の
切
迫
を
感
ず
る
事
で
せ
う
か
ら
。 

来
客
：
川
井
君
の
兄
上
こ
ら
る
。 

当
番
者
：
佐
藤
正
俊
、
菅
井
、
西
山
進 

検
印
：
〔
な
し
〕 

 

四
月
廿
五
日 

月 

朝
十
一
人
、
昼8

人
、
晩 

人 
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所
感
：
単
独
の
炊
事
人
で
大
変
多
忙
で
あ
り
ま
し
た
。
而
し
須
藤
先
生
、
樋
口
さ
ん
、
大
江
君
等
の

お
手
伝
ひ
で
大
変
早
く
出
来
ま
し
た
。
以
上 

所
感
希
望
：
此
迄
に
炊
事
当
番
や
り
ま
し
た
が
、
御
飯
た
き
方
は
全
然
無
能
な
る
私
に
は
少
々
固
く

出
来
ま
し
た
。 

来
客
：
石
山
先
生
夕
、
日
本
国
民
高
等
学
校
の
高
橋
先
生
朝
昼
夕 

当
番
者
：
水
沼
、
金
澤
（
二
人
）
、
西
田
、
遠
藤
、
須
貝 

 

四
月
廿
六
日 

火 

朝1
0

人
、
昼
七
人
、
晩7

人 

所
感
：
な
し 

所
感
希
望
：
な
し 

来
客
：
朝
昼
夜
高
橋
一
笑
会
長
、
高
橋
先
生 

当
番
者
：
西
田
貞
典
、
阿
部
美
雄
、
大
江
卓
見
、
遠
藤
忠
雄 

 

四
月
廿
七
日 

水 

朝8

人
、
昼6

人
、
晩6

人 

所
感
：
な
し 

所
感
希
望
：
な
し 

来
客
：
高
橋
先
生
…
朝
昼
夕 

当
番
者
：
遠
藤
忠
雄
、
阿
部
美
雄
、
大
江
卓
見
、
西
田
貞
典 

 

四
月
廿
八
日 

木 

朝
六
人
、
昼
六
人
、
晩1

3

人 

所
感
：
な
し 

所
感
希
望
：
な
し 

来
客
：
高
橋
先
生 

当
番
者
：
遠
藤
君
、
阿
部
君
、
大
江
君
、
西
田 

 

四
月
廿
九
日 

金 

朝1
8

人
、
昼7

人
、
晩7

人 

所
感
：
な
し 

所
感
希
望
：
な
し 

来
客
：
朝
高
橋
先
生 

当
番
者
：
古
瀬
吉
蔵
、
阿
部
君
、
大
江
君
、
西
田
貞
典 
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四
月3

0
日 

土 

朝7

人
、
昼1

0

人
、
晩7

人 

所
感
：
な
し 

所
感
希
望
：
な
し 

来
客
：
朝
高
橋
先
鋭
、
昼
江
波
□
□
院
よ
り
三
名
、
所
長
、
高
橋
先
生
方
、
晩
高
橋
先
生 

当
番
者
：
阿
部
美
雄
、
大
江
卓
見
、
西
田
貞
典 

 5

月1

日 

日 

朝
六
人
、
昼 

人
、
晩 

人 

来
客
：
高
橋
先
生 

当
番
者
：
西
田
貞
典 

 1
1

月2
4

日 

木 

朝1
1

人
、
昼1

0

人
、
晩1

2

人 

所
感
：
阿
部
兄
が
快
活
で
あ
つ
た
。
併
し
僕
は
不
愉
快
で
あ
つ
た
。
両
者
が
混
合
し
て
丁
度
い
い
。

料
理
が
出
来
た
、
美
味
だ
。
之
が
吾
の
今
日
の
料
理
に
対
し
て
の
心
の
影
響
で
あ
つ
た
。 

所
感
希
望
：
今
日
か
ら
牛
乳
朝
の
む
事
は
禁
じ
て
、
昼
食
が
ぱ
ん
な
る
故
、
昼
食
に
用
ふ
る
事
に
し

た
の
は
誠
に
喜
ぶ
べ
き
点
な
り
。
晩
餐
鶏
肉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
出
汁
が
あ
ん
ま
り
う
ま
く
出
な
い

の
が
残
念
で
あ
つ
た
。 

来
客
：
夜
日
本
国
民
高
等
学
校
の
石
山
先
生
来
寮
あ
り
た
り
、
一
食 

当
番
者
：
阿
部
美
雄
君
、
西
田
貞
典
君 

検
印
：
樋
口 

 1
1

月2
5

日 

金 

朝1
2

人
、
昼1

2

人
、
晩1

1

人 

所
感
：
寮
の
炊
事
を
や
る
の
が
今
年
限
り
か
と
思
ふ
と
な
ん
だ
か
名
残
り
惜
し
い
様
な
感
が
致
し
ま

す
。
然
し
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
。
天
命
と
あ
き
ら
め
る
外
至
〔
致
〕
方
が
無
い
。 

所
感
希
望
：
何
も
希
望
と
し
て
は
な
い
。
人
数
の
少
な
い
の
に
何
も
献
立
の
有
無
善
悪
は
な
い
。
た

だ
僕
と
し
て
は
食
費
の
少
な
く
な
る
様
に
心
掛
け
て
居
る
だ
け
で
す
。 

来
客
：
友
部
国
民
高
等
学
校
員
石
井
先
生
（
二
食
） 

当
番
者
：
鈴
木
さ
ん
、
桑
野 

検
印
：
樋
口 
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1
1

月2
6

日 

土 

朝1
6

人
、
昼1

6

人
、
晩1

6

人 

所
感
：
入
所
当
座
の
思
ひ
出
で
出
す
ま
す
。
あ
の
時
と
今
の
差
は
ほ
と
ん
ど
違
つ
居
る
。
入
所
当
座

は
難
儀
し
て
釜
に
火
を
付
け
た
物
の
で
す
た
。
今
は
難
の
苦
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

所
感
希
望
：
味
噌
が
あ
ま
い
の
で
同
一
メ
匁
の
代
金
な
れ
ば
も
う
少
し
し
ほ
か
ら
い
の
を
願
ふ
。
薪

は
余
り
高
値
に
質
入
れ
て
居
る
。 

来
客
：
友
部
よ
り
来
て
居
る
石
山
先
生
他
四
名 

当
番
者
：
大
江
さ
ん
、
小
野 

検
印
：
樋
口 

 1
1

月2
7

日 

日 

朝1
6

人
、
昼1

6

人
、
晩1

6
人 

所
感
：
皆
が
一
生
懸
命
に
甘
藷
販
売
す
て
汗
を
搾
つ
た
の
に
、
一
刻
も
早
く
温
か
い
御
飯
、
温
か
い

汁
を
食
べ
さ
し
度
い
の
は
山
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
う
も
不
行
ど
つ
き
に
遅
か
つ
た
の
は
残
念
で

あ
つ
た
。 

所
感
希
望
：
な
し 

来
客
：
友
部
日
本
国
民
高
等
学
校
石
山
先
生
外
四
名
の
来
客
あ
り
。 

当
番
者
：
樋
口
助
手
殿
、
西
田
貞
輔 

 1
1

月2
8

日 

月 

朝1
7

人
、
昼1

8

人
、
晩1

8

人 

所
感
：
少
数
な
る
残
留
隊
に
て
当
番
は
何
に
せ
よ
早
廻
り
だ
。
昨
日
や
つ
た
か
と
思
ふ
と
又
本
日
な

る
具
合
だ
。
其
れ
が
た
め
か
飯
も
汁
も
上
出
来
に
出
す
様
に
な
つ
た
。 

所
感
希
望
：
無
し 

来
客
：
日
本
国
民
高
等
学
校
石
山
先
生
外
六
名
中
一
名
は
昼
夕
食 

当
番
者
：
赤
間
君
、
桑
野 

検
印
：
樋
口 

 1
1

月2
9

日 

火 

朝1
8

人
、
昼1

1

人
、
晩1

1

人 

所
感
：
自
治
寮
に
籍
を
置
き
て
よ
り
質
よ
り
み
て
三
年
に
な
る
。
而
し
今
に
な
つ
て
初
め
て
日
誌
に

迷
天
を
述
べ
る
事
に
す
る
。
炊
事
!! 

何
の
感
激
も
有
し
な
け
れ
ば
何
の
興
味
も
な
い
。
而
し
そ
の

時
に
だ
け
に
故
郷
を
お
も
ひ
出
し
て
来
る
。
そ
れ
が
楽
し
い
。 

所
感
希
望
：
牛
乳
は
断
全
〔
然
〕
一
日
に
一
回
は
飲
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
の
為
め
に
俗
人
に
よ
り
て
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寮
生
に
飲
ま
せ
ぬ
の
だ
』
と
言
ひ
た
い
。
而
し
自
己
の
欲
望
と
他
人
行
義
〔
儀
〕
と
正
義
と
の
間
に

は
そ
れ
だ
け
の
間
数
と
余
地
と
を
持
つ
て
い
る
か
、
知
つ
て
い
る
人
あ
る
な
ら
ば
聞
き
た
い
の
み
。

（
阿
部
記
） 

来
客
：
な
し
（
国
民
高
校
関
係
者
朝
食
の
み
七
名
） 

当
番
者
：
鈴
木
良
助
氏
、
阿
部
義
隆 

検
印
：
樋
口 

 1
1

月3
0

日 

水 

朝1
1

人
、
昼1

1
人
、
晩 

人 

所
感
：
あ
ま
り
に
人
数
の
少
き
為
め
に
炊
事
当
番
は
二
日
置
き
事
に
廻
つ
て
来
る
の
に
平
行
〔
閉
口
〕

す
る
。
で
も
飯
炊
き
練
習
す
る
の
に
は
此
の
上
も
あ
り
ま
せ
ん
。
喜
ん
で
居
り
ま
す
。 

〔
以
下
赤
色
〕
小
野
君
、
飯
焚
き
講
習
と
言
は
れ
る
か
、
そ
ん
な
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
炊
事
と

云
ふ
事
は
も
つ
と
大
き
な
使
命
が
有
る
筈
。
生
命
の
原
動
力
な
る
を
思
へ
ば
活
眼
を
開
い
て
ほ
し
い
。

〔
以
上
赤
色
〕 

所
感
希
望
：
薪
は
経
済
す
べ
し
、
沢
庵
を
朝
に
使
ふ
様
に
致
し
度
い
。 

来
客
：
な
し 

当
番
者
：
大
江
卓
見
君
、
小
野
巧 

検
印
：
樋
口 

 1
2

月1

日 

木 

朝1
1

人
、
昼 

人
、
晩 

人 

所
感
：〔
以
下
赤
色
〕
一
日
炊
事
を
や
つ
て
所
感
無
し
と
は
在
り
得
ぬ
事
だ
。
書
く
そ
の
も
の
か
、
小

さ
い
事
で
も
あ
る
か
、
皆
心
の
糧
と
す
る
事
を
思
へ
ば
見
の
か
し
に
は
出
来
得
ぬ
筈
。
〔
以
上
赤
色
〕 

来
客
：
ナ
シ 

当
番
者
：
佐
藤
條
助 

検
印
：
樋
口 

 1
2

月2

日 

金 

朝1
1

人
、
昼1

1

人
、
晩1

1

人 

所
感
希
望
：
樋
口
助
手
殿
に
晩
ラ
イ
ス
□
製
造
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
。
以
上 

来
客
：
な
し 

当
番
者
：
赤
間
道
義
君
、
西
田
貞
典
君 

検
印
：
樋
口 
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 1
2

月3
日 

土 

朝1
1

人
、
昼1

4

人
、
晩1

2

人 

所
感
：
久
し
い
間
農
場
生
活
を
し
て
来
た
僕
に
は
、
寮
の
炊
事
は
余
り
に
も
み
じ
め
な
様
な
感
が
す

る
。
無
理
も
な
い
事
で
あ
る
。
す
べ
て
が
不
完
全
で
あ
る
。
然
し
我
等
の
先
輩
が
皆
こ
の
地
に
て
基

礎
を
き
づ
か
れ
て
奮
闘
し
在
ら
れ
る
の
を
見
て
、
不
完
全
を
転
じ
て
完
全
に
す
る
の
言
葉
を
今
も
し

み
じ
み
と
深
く
味
ひ
得
た
。
炊
事
当
番
に
当
る
者
は
人
数
も
少
数
の
事
で
在
り
、
時
間
も
在
る
事
な

れ
ば
、
充
分
に
献
立
を
研
究
し
つ
ゝ
意
義
在
ら
し
む
る
様
に
や
つ
て
戴
き
た
い
。
樋
口
誌
す 

来
客
：
ナ
シ 

当
番
者
：
鈴
木
君
、
樋
口 

検
印
：
樋
口 

 1
2

月4

日 

日 

朝1
2

人
、
昼1

1

人
、
晩1

2

人 

所
感
：
無
し 

所
感
希
望
：
無
し 

来
客
：
小
野
功
君
帰
宅
、
昼
食
迄
、
小
野
憲
君
夕
食
よ
り 

当
番
者
：
小
野
功
君
、
粟
野 

検
印
：
樋
口 

 1
2

月5

日 

月 

朝1
2

人
、
昼1

1

人
、
晩1

2

人 

所
感
：
一
寸
家
に
か
へ
つ
て
中
つ
国
に
天
降
り
し
た
自
分
が
、
秋
の
日
の
静
か
に
沈
ん
で
ゆ
く
頃
、

釜
の
火
を
見
つ
め
な
が
ら
豆
腐
屋
の
ラ
ツ
パ
の
音
、
自
動
車
の
音
、
す
べ
て
の
都
会
の
騒
音
を
き
く

時
、
生
き
行
く
者
の
雄
々
し
き
す
が
た
を
思
ひ
う
か
べ
、
故
郷
の
農
民
を
思
ひ
、
心
ゆ
く
ま
で
秋
否

初
冬
の
寂
し
さ
を
味
ひ
ま
し
た
。
白
菜
漬
を
し
や
う
と
思
つ
て
材
料
を
集
め
ま
し
た
が
、
つ
い
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
申
上
げ
ま
す
。
「
午
後
県
会
傍
聴
に
ゆ
く
」 

来
客
：
な
し 

当
番
者
：
桜
井
、
小
野 

検
印
：
樋
〔
手
書
き
の
サ
イ
ン
〕 

 1
2

月6

日 

朝1
2

人
、
昼1

1

人
、
晩1

2

人 

所
感
：
ナ
シ 
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所
感
希
望
：
一
、
炊
事
場
の
戸
を
し
つ
か
り
し
め
て
下
さ
い
（
犬
子
が
這
入
り
ま
す
か
ら
）
。
一
、
食

器
を
き
れ
い
に
洗
つ
て
下
さ
い
。
右
の
通
り
し
め
し
た
事
を
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。 

来
客
：
ナ
シ 

当
番
者
：
須
藤
大
兄
、
清
野 

 1
2

月7

日 

水 

朝1
1

人
、
昼 

人
、
晩1

1

人 

来
客
：
な
し 

当
番
者
：
佐
藤
条
助
氏
、
西
田
貞
典
氏 

 1
2

月9

日
〔8

日
は
な
し
〕
朝1

0

人
、
昼8

人
、
晩1

1

人 

所
感
：
月
寒
く
中
天
に
か
ゝ
る
。
静
か
に
ふ
け
ゆ
く
町
の
灯
。
感
謝
し
て
ね
む
り
ゆ
く
。 

来
客
：
古
川
健
三
君
、
夕
食
一
食
た
べ
て
帰
る 

当
番
者
：
大
江
大
将
閣
下
、
小
野
（
憲
）
総
理
大
臣 

 1
2

月1
9

日 

月 

朝1
3

人
、
昼9

人
、
晩1

5

人 

〔
ペ
ー
ジ
を
飛
ば
し
て
開
い
た
ペ
ー
ジ
を
後
日
使
用
か
？
〕 

所
感
：
解
ハ
炊
事
ニ
有
ル
（
阿
部
死
） 

所
感
希
望
：
僕
自
身
の
事
に
就
い
て
少
し
述
ぶ
。
一
体
僕
の
炊
事
に
は
何
時
も
時
間
的
に
ま
づ
い
部

分
が
あ
る
と
思
ふ
。
而
し
そ
れ
自
身
は
僕
、
つ
ま
り
僕
の
時
間
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
□
□
時

間
と
料
理
と
は
一
致
し
な
い
で
困
る
。 

当
番
者
：
鈴
木
良
助
、
阿
部
盛
雄 

 1
2

月1
1

日 

日 

朝1
1

人
、
昼1
2

人
、
晩1

1

人 

所
感
：
近
日
は
馬
鹿
に
日
が
短
か
い
。
四
時
に
は
小
暗
し
、
五
時
は
最
早
暗
い
。
街
道
の
車
輪
に
も

足
跡
に
も
氷
が
張
る
。
日
に
日
に
寒
気
が
増
す
。
斯
う
し
た
晩
秋
の
炊
事
も
楽
で
は
な
い
。
考
う
れ

ば
考
へ
る
程
身
の
向
上
を
計
る
道
だ
。 

所
感
希
望
：
彼
の
味
噌
漬
は
美
味
し
か
つ
た
。
大
根
卸
し
の
辛
い
の
は
閉
口
し
て
了
つ
た
。 

来
客
：
な
し 

当
番
者
：
桜
井
平
、
西
田
貞
典 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 
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 1
2

月1
2

日 

月 

朝1
2

人
、
昼1

2

人
、
晩1

2

人 

所
感
：
ナ
シ 

所
感
希
望
：
自
治
寮
に
於
け
る
炊
事
の
献
立
や
料
理
の
方
法
は
、
我
等
家
に
帰
え
つ
て
か
ら
も
大
切

で
あ
る
と
思
ひ
、
真
心
を
以
つ
て
万
事
に
取
り
か
ゝ
つ
た
け
れ
ど
も
、
皆
様
に
万
〔
満
〕
足
を
与
え

る
様
な
料
理
が
出
来
な
か
つ
た
の
は
誠
に
申
し
訳
も
御
座
ひ
ま
せ
ん
。 

来
客
：
な
し 

当
番
者
：
阿
部
、
清
野 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 

 1
2

月1
3

日 

火
〔
日
付
の
み
〕 

 1
2

月1
4

日 

水 

朝1
1

人
、
昼1

1

人
、
晩1

1

人 

所
感
：
何
の
当
番
で
も
同
じ
事
で
あ
る
が
、
特
に
炊
事
当
番
は
何
回
も
重
ね
る
と
心
配
が
少
な
く
な

る
。
そ
し
て
自
己
の
思
ふ
ま
ゝ
に
な
る
の
で
献
立
に
以
上
〔
異
常
〕
を
来
た
す
場
合
が
な
き
に
し
も

あ
ら
ず
と
思
つ
た
。
其
の
点
に
特
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

所
感
希
望
：
ナ
シ 

来
客
：
ナ
シ 

当
番
者
：
須
藤
大
兄
、
清
野 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 

 1
2

月1
5

日 

木 

朝1
1

人
、
昼1

1

人
、
晩9

人 

所
感
：
ナ
シ 

当
番
者
：
鈴
木
兄
、
佐
藤 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 

 1
2

月1
6

日 

金 

朝1
1

人
、
昼9

人
、
晩1

2

人 

所
感
：
な
し 

来
客
：
な
し 

当
番
者
：
桜
井
平
、
西
田
貞
典 
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検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 

 1
2

月1
7

日 
土 

朝1
2

人
、
昼1

2

人
、
晩1

1

人 

所
感
：
今
朝
は
馬
鹿
に
寒
い
。
こ
う
寒
い
時
の
炊
事
は
実
に
愉
快
な
り
。
炊
事
も
上
出
来
、
天
候
も

好
日
和
で
気
分
も
ほ
が
ら
か
で
あ
つ
た
。
月
が
東
天
よ
り
上
る
頃
は
静
け
さ
一
潮
加
わ
り
寒
日
の
さ

へ
渡
る
頃
夢
路
は
何
処
へ
。 

所
感
希
望
：
ナ
シ 

当
番
者
：
粟
野
、
土
屋 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 

 1
2

月1
8

日 

日 

朝1
1

人
、
昼6

人
、
晩1

4

人 

所
感
：
今
晩
の
餅
に
際
し
、
皆
々
様
の
厚
き
御
同
情
を
承
り
ま
し
た
が
、
特
に
樋
口
大
兄
の
如
き
は

自
か
ら
御
手
伝
を
戴
き
ま
し
た
事
は
、
我
等
炊
事
当
番
者
と
し
て
心
か
ら
感
謝
し
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

所
感
希
望
：
ナ
シ 

来
客
：
晩
高
橋
先
生 

当
番
者
：
大
江
、
清
野 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 

〔
次
の
ペ
ー
ジ
に
「
十
九
日
の
分
を
間
違
つ
て
前
に
書
い
て
仕
舞
つ
た
。
」
と
あ
り
。
〕 

 1
2

月2
0

日 

火 

朝1
6

人
、
昼 

人
、
晩1
7

人 

所
感
：
あ
ゝ
今
日
の
炊
事
は
是
で
最
終
と
も
思
は
れ
た
。
併
し
、
此
の
炊
事
場
を
徹
底
的
に
掃
除
を

し
た
処
は
云
は
れ
ぬ
処
の
快
味
は
あ
る
。
余
り
き
た
な
く
な
る
と
ど
の
点
ま
で
掃
除
し
て
良
い
の
や

ら
一
寸
た
め
ら
う
。
併
し
出
来
た
後
の
清
快
さ
は
是
又
角
〔
格
〕
別
。〔
以
下
は
赤
色
〕
君
達
の
徹
底

し
た
掃
除
に
依
つ
て
、
炊
事
場
は
幾
日
振
り
に
て
更
新
の
感
あ
り
。
炊
事
場
は
特
に
此
の
気
分
が
大

切
で
あ
る
。
御
苦
労
様
で
し
た
。
〔
以
上
赤
色
〕 

所
感
希
望
：
来
所
者
人
名
、
小
野
功
一
、
奥
山
信
義
両
名
（
古
川
君
昼
食
す
。
） 

当
番
者
：
佐
藤
良
次
、
佐
藤
條
助 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 
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1
2

月2
1

日 

水 

朝1
7

人
、
昼4

5

人
、
晩3

7

人 

所
感
：
満
鮮
旅
行
隊
所
長
先
生
初
め
諸
兄
等
元
気
で
本
日
午
前
拾
時
帰
所
、
我
等
残
留
隊
喜
こ
ん
で

迎
ふ
。〔
以
下
赤
色
〕
今
日
は
旅
行
隊
一
同
の
元
気
な
る
姿
を
見
て
共
に
喜
ぶ
。
炊
事
当
番
の
諸
兄
は

人
員
不
明
に
て
心
配
し
た
事
だ
つ
た
で
あ
ら
う
。
材
料
は
不
足
な
り
し
も
君
達
の
真
心
込
め
て
の
御

馳
走
□
□
せ
し
事
で
あ
ら
う
。
〔
以
上
赤
色
〕 

所
感
希
望
：
原
大
兄
の
ハ
タ
ハ
タ
の
御
馳
走
に
皆
ん
な
舌
鼓
う
つ
。 

来
客
：
寺
崎
大
工
さ
ん
〔
赤
色
で
〕
十
五
期
卒
業
生
海
谷
君
〔
以
上
赤
色
〕 

当
番
者
：
西
田
貞
典
、
柴
田
敏
夫
、
奥
山
（
信
） 

検
印
：
樋
〔
赤
色
で
サ
イ
ン
〕 

 1
2

月2
2

日 

木 

朝3
7

人
、
昼3

1

人
、
晩3

1

人 

所
感
：
去
ら
ば
炊
事
場
よ
。
最
期
〔
後
〕
の
当
番
は
実
に
名
残
り
惜
し
い
も
の
だ
。
入
所
以
来
よ
り

の
体
験
も
今
日
か
ぎ
り
で
あ
る
。 

所
感
希
望
：
最
後
に
望
む
。
お
互
に
食
器
を
清
潔
に
御
願
ひ
申
ま
す
。 

当
番
者
：
粟
野
、
小
野
（
弘
）
、
大
沼 

 1
2

月2
3

日 

金 

朝4
2

人
、
昼3

2

人
、
晩3

7

人 

来
客
：
ナ
シ 

当
番
者
：
土
屋
君
、
山
田
君
、
水
沼
君 

 1
2

月2
4

日 

土 

朝4
3

人
、
昼7

7

人
、
晩 

人
〔
献
立
欄
に
「
夕
食
ハ
ナ
シ
」
〕 

所
感
：
今
日
は
最
後
の
炊
事
だ
。
最
全
〔
善
〕
の
努
力
を
尽
し
最
後
の
御
別
れ
を
致
す
べ
く
努
力
致

し
た
つ
も
り
だ
。
サ
ラ
バ
炊
事
室
よ
。
食
器
、
道
具
、
静
物
な
れ
共
お
別
れ
は
感
慨
無
量
。 

所
感
希
望
：
昼
は
油
揚
飯
を
炊
き
来
客
に
御
馳
走
す
べ
く
、
吾
等
は
献
立
調
理
せ
し
も
、
限
ぎ
ら
れ

た
料
理
材
料
と
按
配
の
下
手
な
吾
等
コ
ツ
ク
故
、
皆
様
に
御
満
足
を
与
へ
得
な
か
つ
た
事
で
し
よ
う
。 

来
客
：
来
客
三
十
二
名 

当
番
者
：
樋
口
君
、
古
川
君
、
船
山
君
、
奥
山
君
、
江
口 


